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31 琉球文学の表現、唱えられる神話

琉
球
文
学
の
表
現
、
唱
え
ら
れ
る
神
話

　
― 『
久
米
仲
里
間
切
旧
記
』
を
資
料
と
し
て 

―

島
　
村
　
幸
　
一

〈
は
じ
め
に　

『
久
米
仲
里
間
切
旧
記
』
と
い
う
資
料
〉

『
久
米
仲
里
間
切
旧
記
』（
以
下
、『
仲
里
旧
記
』
と
す
る
）
は
、『
沖
縄
日
報
』
の
一
九
三
七
年
一
月
十
一
日
の
記
事

に
「
学
会
春
の
堀マ

マ

出
物　

久
米
・
仲
里
由
来
記
」
と
い
う
見
出
し
で
報
道
さ
れ
た
の
が
初
出
で
は
な
い
か
。
記
事
は
、

「
伊
波
普
猷
氏
談
」
と
し
て
「
こ
の
文
献
は
昨
秋
久
米
島
の
旧
家
で
仲
原
善
秀
氏
が
発
見
し
た
の
を
氏
の
令
係マ

マ

善
忠
氏

（
成
城
学
園
教
授
）
の
好
□
（「
意
」
か
）
で
特
に
貸
し
て
も
ら
つ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
発
見
さ
れ
た
当
初
は
、
虫

が
つ
い
て
前
後
の
脈
絡
も
目
茶
苦
茶
で
、
な
か
〳
〵
読
め
な
か
つ
た
。
そ
れ
を
旧
臘
来
（「
旧
臘
」
は
十
二
月
の
意
）

の
努
力
で
綴
直
し
、
や
う
や
く
判
読
し
得
る
と
こ
ろ
ま
で
漕
ぎ
つ
け
た
。
だ
い
た
い
仲
里
の
由
来
記
で
あ
る
こ
と
は
確

で
あ
る
。
恐
ら
く
『
久
米
・
仲
里
由
来
記
』
と
で
も
称
し
て
ゐ
た
の
で
あ
ら
う
。
こ
れ
は
原
本
を
さ
る
旧
家
で
す
き
う
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つ
し
て
保
存
し
て
ゐ
た
も
の
ら
し
く
美
濃
紙
の
唐
紙
で
四
十
七
枚
、
一
枚
が
十
八
行
で
三
十
字
詰
と
い
ふ
体
裁
で
あ

る
。
◇
私
は
、
こ
れ
を
順
序
よ
く
整
理
す
る
に
当
つ
て
、
ま
づ
琉
球
国
由
来
記
の
う
ち
の
仲
里
村
の
項
目
の
順
序
に
倣

ひ
、
ま
た
虫
の
つ
き
具
合
に
依
つ
て
数
日
を
要
し
て
や
つ
と
読
み
得
る
や
う
に
な
つ
た
の
で
あ
る
」
と
あ
る（

1
（

。
仲
原
善

忠
も
「
校
注
仲
里
旧
記
」
の
「
1
あ
ら
ま
し
」
で
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
様
の
説
明
を
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
枚
数
に
つ
い

て
は
「
美
濃
判
五
拾
枚
」
と
あ
り
、
伊
波
が
整
え
た
後
に
仲
原
に
よ
っ
て
も
さ
ら
に
『
琉
球
国
由
来
記
』
を
参
考
に
し

て
整
え
た
こ
と
を
記
し
て
い
る（

2
（

。
現
在
、『
仲
里
旧
記
』
は
琉
球
大
学
附
属
図
書
館
仲
原
善
忠
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
。仲

原
は
「
校
注
仲
里
旧
記
」
の
「
1
あ
ら
ま
し
」
で
、「
内
容
は
（
一
）
城
及
び
そ
こ
に
祀
る
い
べ
の
由
来
、（
二
）

嶽
々
の
神
名
、（
三
）
雨
乞
及
び
浜
下
り
（
虫
送
り
）
の
時
の
お
も
ろ
・
く
い
に
や
（
神
事
歌
謡
）、
お
た
か
べ
言
（
祝

詞
）、
ま
ぜ
な
い
言
（
呪
詞
）
み
せ
せ
る
（
神
託
）、（
四
）
村
の
立
始
め
、（
五
）
年
中
行
事
等
で
あ
る
。（
二
）（
四
）

も
重
要
な
資
料
に
ち
が
い
な
い
が
（
三
）
は
お
た
か
べ
言
二
十
四
篇
（
そ
の
内
、
四
篇
は
ま
ぜ
な
い
言
で
あ
る
）、
ま

ぜ
な
い
言
一
篇
（
実
は
五
篇
）
く
い
に
や
十
二
篇
を
ふ
く
み
、
沖
縄
の
民
間
信
仰
史
料
と
し
て
大
切
な
ば
か
り
で
は
な

く
、
上
代
日
本
の
祭
祀
研
究
の
上
か
ら
も
見
逃
す
こ
と
の
出
来
な
い
も
の
と
思
う
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、『
仲
里

旧
記
』
が
『
琉
球
国
由
来
記
』
の
「
仲
里
の
部
の
母
胎
を
な
す
」
資
料
で
あ
る
こ
と
も
述
べ
て
い
る
。『
仲
里
旧
記
』

は
前
後
が
欠
落
し
て
お
り
書
名
や
識
語
が
な
い
が
、『
琉
球
国
由
来
記
』
巻
十
九
の
「
久
米
仲
里
間
切
」
と
の
比
較
に

よ
り
、『
仲
里
旧
記
』
が
『
琉
球
国
由
来
記
』
の
資
料
に
な
っ
た
の
は
確
か
で
あ
ろ
う
。『
久
米
具
志
川
間
切
旧
記
』
の
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奥
書
（「
乾
隆
八
年
（
一
七
四
三
）
癸
亥
」）
に
、
こ
れ
が
「
康
煕
四
拾
貳
癸
未
年
（
一
七
○
三
）
十
二
月
、
旧
記
座
江

差
上
シ
置
候
を
見
合
候
得
ハ
、
過
半
相
記
不
レ
申
等
有
レ
之
候
付
」（

3
（

、
再
提
出
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
仲
原
は
仲
里
間
切
で
も
「
康
煕
四
拾
貳
癸
未
年
」
に
「
旧
記
座
」
へ
提
出
し
た
資
料
が
あ
り
、
こ
れ
を
『
仲

里
旧
記
』
で
あ
る
と
推
定
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
そ
う
で
あ
る
に
し
て
も
、『
仲
里
旧
記
』
と
『
琉
球
国
由
来
記
』
と
の
関
連
が
見
ら
れ
る
の
は
、「
御
嶽
お
い

べ
名
」（「
御
嶽
神
名
」）
や
「
御
嶽
」
の
「
由
来
」
の
一
部
（「
仲
里
城
御
嶽
」
と
「
ト
ン
ナ
ハ
御
嶽
」）
で
あ
り
、『
琉

球
国
由
来
記
』
に
記
さ
れ
る
仲
里
間
切
の
「
堂
之
大
比
屋
物
語
之
事
」
の
記
載
は
、『
仲
里
旧
記
』
に
は
見
当
た
ら
な

い
。
ま
た
、『
琉
球
国
由
来
記
』
に
記
さ
れ
る
「
年
中
祭
祀
」
は
、『
仲
里
旧
記
』
に
記
さ
れ
る
「
年
中
祭
祀
」
関
連
の

記
事
で
あ
る
「
長
月
お
た
か
べ
其
他
無
レ
之
事
」
等
の
記
事
と
は
一
致
せ
ず
、
明
ら
か
に
『
琉
球
国
由
来
記
』
の
「
年

中
祭
祀
」
は
、「
四
祭
」（
麦
・
稲
の
穂
祭
・
大
祭
）
等
を
中
心
に
別
の
資
料
か
ら
補
っ
て
記
し
て
い
る
。『
仲
里
旧
記
』

は
前
後
が
欠
落
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
て
も
、『
琉
球
国
由
来
記
』
の
仲
里
間
切
の
記
載
は
『
仲
里
旧
記
』
だ
け
で

は
な
い
可
能
性
が
高
い
。

『
琉
球
国
由
来
記
』
の
「
久
米
仲
里
間
切
」
の
記
事
は
、
例
え
ば
巻
十
六
「
伊
平
屋
島
」
に
多
く
の
「
ミ
セ
ゼ
ル
」

「
ノ
ダ
テ
事
」
が
記
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
仲
里
旧
記
』
に
記
さ
れ
て
い
る
歌
謡
を
す
べ
て
省
い
て
い
る
。

ま
た
、『
仲
里
旧
記
』
に
記
さ
れ
て
い
る
多
く
の
「
村
立
始
」
や
「
物
参
由
来
」
等
の
「
由
来
」
も
省
い
て
い
る
。
後

述
す
る
「
御
嶽
お
い
べ
名
」
に
し
て
も
、『
琉
球
国
由
来
記
』
は
簡
略
化
し
た
記
載
で
あ
る
。
仲
原
が
慎
重
に
、『
仲
里
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旧
記
』
は
『
琉
球
国
由
来
記
』
の
「
仲
里
の
部
の
母
胎
を
な
す
」
資
料
で
あ
る
と
し
た
の
は
、
そ
れ
な
り
に
妥
当
な
見

解
で
あ
る
。
し
か
し
、
逆
に
『
仲
里
旧
記
』
を
視
点
に
し
て
『
琉
球
国
由
来
記
』
を
検
討
す
る
と
、『
琉
球
国
由
来
記
』

が
削
っ
た
も
の
と
補
っ
た
も
の
が
見
え
て
く
る
こ
と
に
な
り
、『
琉
球
国
由
来
記
』
の
編
纂
の
あ
り
方
が
浮
か
び
あ

が
っ
て
く
る
。
具
体
的
に
は
、『
琉
球
国
由
来
記
』
が
「
地
方
」
の
祭
祀
叙
述
（「
各
処
祭
祀
」）
で
重
視
し
た
「
四
祭
」

と
「
三
・
八
月
四
度
御
物
参
」（

4
（

の
記
載
は
、『
仲
里
旧
記
』
を
み
る
限
り
は
特
に
意
識
さ
れ
て
お
ら
ず
、『
仲
里
旧
記
』

は
な
ぜ
か
雨
乞
い
と
造
船
儀
礼
、
浜
降
り
（
虫
送
り
）
の
叙
述
に
終
始
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
に
、
そ
れ
を
補
う
資
料

の
提
出
を
王
府
は
仲
里
間
切
に
求
め
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
『
仲
里
旧
記
』
提
出
時
に
、
王
府
の
指
示
が

仲
里
間
切
に
充
分
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
の
か
。
あ
る
い
は
、『
琉
球
国
由
来
記
』
の
編
纂
の
当
初
は
、
編
纂
に
つ
い

て
の
方
針
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
の
か
な
ど
、
今
後
の
課
題
に
な
る
問
題
が
多
い
。

本
論
は
最
初
に
『
仲
里
旧
記
』
に
記
さ
れ
る
「
神
名
」
の
意
義
、
次
に
『
仲
里
旧
記
』
に
記
さ
れ
る
「
御
た
か
へ

言
」
に
焦
点
を
あ
て
て
、
唱
え
ら
れ
る
神
話
を
問
題
に
す
る
。「
御
た
か
べ
言
」
は
雨
乞
い
や
浜
降
り
の
祭
祀
に
か
か

わ
り
な
く
、
村
単
位
で
記
載
さ
れ
て
い
る
祭
場
に
記
さ
れ
る
ウ
タ
（『
仲
里
旧
記
』
に
記
さ
れ
る
「
お
た
か
べ
言
」「
く

い
に
や
」「
お
も
る
」「
み
す
づ
ろ
」「
ま
せ
な
い
言
」
の
総
称
を
ウ
タ
と
す
る
。
以
下
同
じ
）
は
、
ほ
と
ん
ど
の
村
に

お
い
て
火
の
神
に
対
し
て
唱
え
ら
れ
る
「
御
た
か
べ
言
」
か
ら
始
ま
る
。
本
論
で
考
え
て
み
た
い
の
は
、
そ
の
「
御
た

か
べ
言
」
の
詞
章
が
、
火
の
神
の
出
自
と
い
え
る
火
の
神
の
神
話
を
内
容
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
さ
ら
に
、「
お
た

か
べ
言
」「
く
い
に
や
」「
お
も
る
」「
み
す
づ
ろ
」「
ま
せ
な
い
言
」
と
記
載
さ
れ
る
ウ
タ
の
詞
章
を
検
討
し
て
、
表
現
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の
違
い
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
試
み
る
。
ウ
タ
の
名
称
（
呼
称
）
の
違
い
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
的
な
詞
章
が

あ
る
の
か
、
な
い
の
か
。
す
な
わ
ち
、
ウ
タ
の
ジ
ャ
ン
ル
に
及
ぶ
問
題
を
考
え
る
。『
仲
里
旧
記
』
は
、『
琉
球
国
由
来

記
』
と
の
比
較
か
ら
『
琉
球
国
由
来
記
』
の
編
纂
を
考
え
る
有
力
な
資
料
で
あ
る
と
と
も
に
、
祭
祀
の
場
や
ウ
タ
の
種

類
、
さ
ら
に
詞
章
に
記
さ
れ
た
神
名
等
か
ら
ウ
タ
の
担
い
手
等
が
知
れ
る
貴
重
な
情
報
が
記
さ
れ
た
資
料
だ
と
考
え

る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、『
仲
里
旧
記
』
は
一
九
三
六
年
に
発
見
さ
れ
た
資
料
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
琉
球
文
学
の

資
料
と
し
て
充
分
な
検
討
が
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
本
論
は
、『
仲
里
旧
記
』
を
資
料
に
し
て
神
名
を
め
ぐ
る
問
題
、

唱
え
ら
れ
神
話
の
存
在
と
そ
の
意
味
を
考
え
る
。

〈『
仲
里
旧
記
』
に
入
る
ウ
タ
〉

『
仲
里
旧
記
』
は
、「
御
い
へ
名
」（「
仲
里
城
御
い
へ
」
等
）
や
イ
ベ
に
よ
っ
て
は
そ
の
伝
承
（「
と
ん
な
は
御
嶽
御

い
へ
」
等
）
が
記
さ
れ
、
さ
ら
に
「
御
嶽
神
御
名
」（「
宇
根
村
お
れ
御
嶽
神
御
名
」
等
）、
村
落
の
始
ま
り
を
記
す

「
村
立
始
事
」（「
真
謝
村
立
始
事
」
等
）、
祭
祀
の
「
由
来
」（「
糸
武
謝
物
参
」
等
）、
地
名
の
由
来
（「
い
し
た
う
ね
由

来
」
等
）
等
の
由
来
が
記
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
ら
の
記
載
の
間
に
「
大
雨
乞
」
で
唱
え
、
謡
わ
れ
る
「
御
た
か
へ
言
」

「
く
い
に
や
」「
お
も
る
」「
み
す
づ
ろ
」
等
（
表
の
1
～
34
））
と
造
船
儀
礼
と
考
え
ら
れ
る
「
船
之
か
わ
ら
居
せ
并
す

ら
お
ろ
し
」（
表
の
35
）
の
時
に
唱
え
ら
れ
る
「
御
た
か
へ
言
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
に
続
い
て
箇
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条
書
き
で
あ
げ
ら
れ
た
祭
祀
名
の
記
載
の
後
に
、「
作
物
た
め
浜
お
れ
」（
虫
送
り
）
の
時
に
各
祭
場
で
唱
え
ら
れ
る

「
御
た
か
へ
言
」「
ま
せ
な
い
言
」（
表
の
36
～
45
）
が
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、『
仲
里
旧
記
』
は
雨
乞
い
と
造
船

儀
礼
、
虫
送
り
と
い
う
三
つ
の
祭
祀
に
お
け
る
各
祭
場
で
唱
え
、
謡
わ
れ
る
ウ
タ
が
記
さ
れ
て
い
る
。

仲
原
善
忠
は
、『
仲
里
旧
記
』
の
ウ
タ
か
ら
仲
里
間
切
に
は
四
人
の
ノ
ロ
が
い
て
、
そ
の
神
名
が
以
下
で
あ
る
こ
と

指
摘
し
て
い
る
（「
校
注
仲
里
旧
記
）。

一
、
城
の
ろ
（
神
名
、
そ
い
き
よ
ら
の
お
や
の
ろ
）
堂
・
比
屋
定
・
阿
嘉

二
、
宇
根
の
ろ
（
神
名
、
お
し
わ
き
の
お
や
の
ろ
）
宇
根
・
真
謝

三
、
比
嘉
の
ろ
（
神
名
、
み
ぜ
り
き
よ
の
お
や
の
ろ
）
比
嘉
・
島
尻

四
、
儀
間
の
ろ
（
神
名
、
な
よ
く
ら
の
お
や
の
ろ
）
儀
間
・
嘉
手
苅

こ
れ
ら
は
、『
仲
里
旧
記
』
の
記
事
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
祭
場
で
謡
わ
れ
る
ウ
タ
に
入
る
ノ
ロ
の
神
名
に
よ
っ
て
推
定

し
た
と
考
え
ら
れ
る（

5
（

。
こ
れ
ら
の
神
名
と
同
名
の
神
女
が
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
に
見
え
る
。「
そ
い
き
よ
ら
の
お
や
の

ろ
」（
袖
清
ら
親
の
ろ
）
は
「
袖そ

で

清き
よ

ら
」
と
し
て
第
十
―
五
五
二
（
第
十
三
―
八
三
八
）
等
に
、「
お
し
わ
き
の
親お

や

の

ろ
」
は
第
十
三
―
九
○
八
・
九
○
九
等
に
、「
み
ぜ
り
き
よ
の
お
や
の
ろ
」（
御
ぜ
り
子
親
の
ろ
）
は
第
六
―
三
三
三
に
、

「
な
よ
く
ら
の
お
や
の
ろ
」
は
第
六
―
三
三
三
に
、
ま
た
「
な
よ
く
ら
」
も
第
十
三
―
八
一
一
・
八
一
二
、
第
十
五
―
一
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○
九
四
、
第
二
十
一
—
一
五
○
二
等
に
で
る
。
こ
の
内
、
第
二
十
一
―
一
五
○
二
の
用
例
は
『
仲
里
旧
記
』
に
み
え
る

儀
間
の
ろ
の
可
能
性
が
あ
る
。
他
は
、
同
一
の
名
の
ノ
ロ
が
各
地
に
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
神
名
を
含
め
て
『
仲
里
旧

記
』
の
祭
場
ご
と
に
記
さ
れ
た
ウ
タ
を
一
覧
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
な
お
、
表
の
ウ
タ
の
（　

）
は
、『
南

島
歌
謡
大
成
Ⅰ　

沖
縄
篇
上
』（
角
川
書
店
、
一
九
八
○
年
）
に
収
録
さ
れ
た
ウ
タ
の
分
類
と
番
号
を
示
し
て
い
る
。

下
段
に
記
し
た
「
一
」
か
ら
「
四
」
は
、
ウ
タ
の
詞
章
に
記
さ
れ
る
ノ
ロ
の
神
名
で
あ
る
。

表【
大
雨
乞
い
の
時
】

祭
場

ウ
タ

ノ
ロ
神
名

宇
江
城
村

1
、
城
守
火
之
神
之
（
前
）

欠
落
不
明

2
、
仲
里
城
（
六
ヶ
所
）

 

御
た
か
へ
言
（
オ
タ
カ
ベ
1
）

一
・
三

3
、
仲
里
城

く
い
に
や
（
ク
ェ
ー
ナ
1
）

一
・
三

堂
村
・
比
屋
定
村

4
、
志
村
の
お
ひ
や
家
お
へ
い
并
ま
ん
せ
た
う
と
ま
り

御
た
か
へ
言
（
オ
タ
カ
ベ
2
）

5
、
し
ゝ
に
や
う

く
い
に
や
（
ク
ェ
ー
ナ
2
）

6
、
堂
之
お
ひ
や
家

く
い
に
や
（
ク
ェ
ー
ナ
3
）
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宇
根
村
、
真
謝
村

7
、
宇
根
の
ろ
火
の
神
前

た
か
へ
言
（
オ
タ
カ
ベ
3
）

二

8
、
瀬
野
久
瀬

お
も
る
（
ウ
ム
イ
1
）

9
、（
瀬
野
久
瀬
）

み
す
づ
ろ
（
ミ
セ
ゼ
ル
1
）

10
、（
瀬
野
久
瀬
）

か
う
い
に
や
（
ク
ェ
ー
ナ
4
）

二

11
、
ゆ
や
い
の
前
、
大
黒
ま
ん

（
か
う
い
に
や
）
か
（
オ
タ
カ
ベ
4
）

※
①

二

12
、（
ゆ
や
い
の
前
）
小
黒
ま
ん

（
か
う
い
に
や
）
か
（
オ
タ
カ
ベ
4
）

二

13
、
奥
武
の
後
、
黒
ま
ん

お
た
か
へ
言
（
オ
タ
カ
ベ
5
）

二

14
、
ざ
ん
く
も
り

御
た
か
へ
言
（
オ
タ
カ
ベ
6
）

二

15
、
ず
も
や
崎
の
安
谷
屋
つ
ぶ

御
た
か
へ
言

※
②

16
、
黒
瀬
雨
乞
く
も
り

お
た
か
へ
言
（
オ
タ
カ
ベ
7
）

二

17
、
大
蔵
下

※
③

か
う
い
に
や
（
ク
ェ
ー
ナ
5
）

比
嘉
村

18
、
嶺
井
之
お
ひ
や
火
の
神
前

お
た
か
へ
言
（
オ
タ
カ
ベ
8
）

19
、
同
所
（
嶺
井
之
お
ひ
や
火
の
神
前
）
并
く
い
に
や
辻

く
い
に
や
（
ク
ェ
ー
ナ
6
）

島
尻
村

20
、
嶋
尻
ひ
や
火
之
神
前

御
た
か
へ
言
（
オ
タ
カ
ベ
9
）

三
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21
、
こ
う
ろ
瀬

御
た
か
へ
言
（
オ
タ
カ
ベ
10
）

三

22
、
赤
せ

御
た
か
へ
言
（
オ
タ
カ
ベ
11
）

23
、
神
之
泊

御
た
か
へ
言
（
オ
タ
カ
ベ
12
）

24
、
同
所
（
神
之
泊
）

く
（
い
）
に
や
（
ク
ェ
ー
ナ
7
）

儀
間
村

25
、
儀
間
の
ろ
火
之
神
前

御
た
か
へ
言
（
オ
タ
カ
ベ
13
）

四

26
、
い
し
た
う
ね

お
も
ろ
（
ウ
ム
イ
2
）

四

27
、
同
所
（
い
し
た
う
ね
）

く
い
に
や
（
ク
ェ
ー
ナ
8
）

28
、
ひ
ら
ま
つ

御
た
か
へ
言
（
オ
タ
カ
ベ
14
）

29
、
同
所
（
ひ
ら
ま
つ
）

く
い
に
や
（
ク
ェ
ー
ナ
9
）

30
、
玉
城
の
比
屋
家

お
も
ろ
（
ウ
ム
イ
3
）

31
、
同
所
（
玉
城
の
比
屋
家
）

く
い
に
や
（
ク
ェ
ー
ナ
10
）

32
、
儀
間
浜

く
い
に
や
（
ク
ェ
ー
ナ
11
）

33
、
あ
あ
ら
は
ま

く
い
に
や
（
ク
ェ
ー
ナ
12
）

34
、
い
し
た
う
ね

御
た
か
へ
言
（
オ
タ
カ
ベ
15
）

四

【
船
之
か
わ
ら
居
せ
并
す
ら
お
ろ
し
（
造
船
并
出
船
の
時
）
の
時
】

真
謝
村

35
、
船
之
か
わ
ら
居
せ
并
す
ら
お
ろ
し

御
た
か
へ
言
（
オ
タ
カ
ベ
16
）

※
④

二
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【
作
物
た
め
浜
降
れ
】

堂
村
・
比
屋
定
村

36
、
た
う
、
比
屋
定
火
の
神
前

御
た
か
へ
言
（
オ
タ
カ
ベ
17
）

37
、
同
所
（
た
う
、
比
屋
定
火
の
神
前
）

ま
せ
な
い
言
（
マ
ジ
ナ
イ
ゴ
ト
1
）

宇
根
村
、
真
謝
村

38
、
宇
根
の
ろ
火
之
神
前

御
た
か
へ
言
（
オ
タ
カ
ベ
18
）

二

39
、（
宇
根
、
真
謝
）
浜

御
た
か
へ
言
（
オ
タ
カ
ベ
19
）

二

比
嘉
村

40
、
嶺
井
比
屋
火
の
神
前

御
た
か
へ
言
（
オ
タ
カ
ベ
20
）

41
、（
比
嘉
村
）
浜

た
か
へ
言
（
オ
タ
カ
ベ
21
）

三

島
尻
村

42
、
嶋
尻
ひ
や
火
之
神
前

御
た
か
へ
言
（
オ
タ
カ
ベ
22
）

43
、（
嶋
尻
村
）
浜

御
た
か
へ
言
（
オ
タ
カ
ベ
23
）

三

儀
間
村

44
、
儀
間
の
ろ
火
之
神
之
前

御
た
か
へ
言
（
オ
タ
カ
ベ
24
）

四

45
、（
儀
間
村
）
浜

御
た
か
へ
言
（
オ
タ
カ
ベ
25
）

表
の
注

※
①　

 

11
の
『
仲
里
旧
記
』
の
記
載
は
、「
右
同
時
、
ゆ
や
い
の
前
、
大
黒
ま
ん　

但
、
小
黒
ま
ん
同
断
」
で
あ
る
。
10
の
記
載
は
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「
右
同
時
、
か
う
い
に
や
」
で
、「
右
同
時
」
と
は
7
に
記
さ
れ
る
「
大
雨
乞
之
時
」
を
さ
す
。
11
は
そ
れ
を
受
け
て
い
る
が
、

11
の
「
同
断
」
は
10
の
「
か
う
い
に
や
」
と
理
解
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。『
南
島
歌
謡
大
成
Ⅰ　

沖
縄
篇
上
』
は
こ

れ
を
オ
タ
カ
ベ
だ
と
し
て
い
る
。

※
②　

 

15
は
、「
右
同
時
、
ず
も
や
崎
の
安
谷
屋
つ
ぶ
ニ
而
お
た
か
へ
言
」
と
し
か
記
し
て
い
な
く
、
そ
の
「
お
た
か
へ
言
」
の
記
載
が

な
い
。「
お
た
か
へ
言
」
が
欠
落
し
て
い
な
け
れ
ば
、
16
の
「
お
た
か
へ
言
」
と
同
じ
「
お
た
か
へ
言
」
が
唱
え
ら
れ
た
か
。

※
③　

 

「
大
蔵
」
は
真
謝
村
に
あ
る
蔵
元
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（「
校
注
仲
里
旧
記
」）。
17
の
後
に
「
真
謝
村
立
始
之
事
」
が
記
さ
れ

て
い
る
。

※
④　

 

35
は
「
御
た
か
へ
言
」
中
に
宇
根
の
ろ
の
神
名
「
お
し
わ
き
の
お
や
の
ろ
」
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
真
謝
村
の
造
船
所
で
行
わ

れ
た
祭
祀
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

す
べ
て
の
ウ
タ
に
ノ
ロ
の
神
名
が
で
る
わ
け
で
は
い
な
い
が
、
ノ
ロ
火
の
神
で
唱
え
ら
れ
る
オ
タ
カ
ベ
を
中
心
に
一

部
の
ク
ェ
ー
ナ
や
ウ
ム
イ
に
ノ
ロ
の
神
名
が
み
ら
れ
る
。
表
を
一
覧
す
る
と
、
祭
場
は
そ
の
村
を
管
轄
す
る
ノ
ロ
別
に

排
列
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
祭
場
の
祭
祀
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
村
の
ノ
ロ
火
の
神
、
比
屋
火
の
神
へ

の
オ
タ
カ
ベ
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
7
・
38
の
「
宇
根
の
ろ
火
之
神
前
」
の
記
事
や
25
・
44
の
「
儀
間

の
ろ
火
之
神
之
前
」
の
記
事
は
、
ノ
ロ
火
の
神
の
オ
タ
カ
ベ
か
ら
祭
祀
が
始
ま
る
事
例
、
18
・
40
の
「
嶺
井
之
お
ひ
や

火
の
神
前
」
の
記
事
、
20
・
42
の
「
嶋
尻
ひ
や
火
之
神
前
」
の
記
事
、
36
「
た
う
、
比
屋
定
火
の
神
前
」
の
記
事
は
、
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村
の
比
屋
家
の
火
の
神
の
オ
タ
カ
ベ
か
ら
祭
祀
が
始
ま
る
事
例
で
あ
る
。
比
屋
家
は
、
村
の
旧
家
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

ノ
ロ
が
で
な
い
村
は
、
比
屋
家
の
火
の
神
の
オ
タ
カ
ベ
か
ら
そ
の
村
の
祭
祀
が
始
ま
る
と
推
測
さ
れ
る
。
詞
章
が
欠
落

し
て
い
る
「
1
、
城
守
火
之
神
之
（
前
）」
の
ウ
タ
も
、
お
そ
ら
く
オ
タ
カ
ベ
で
あ
ろ
う
。

〈
比
嘉
ノ
ロ
の
問
題
〉

18
・
40
は
比
嘉
村
の
記
事
で
あ
る
。
比
嘉
村
は
比
嘉
ノ
ロ
が
で
る
村
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
嶺
井
之
お
ひ
や

火
の
神
前
」
の
「
御
た
か
へ
言
」
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
7
・
38
や
25
・
44
の
事
例
か
ら
す
れ
ば
、
18
・
40
は
比
嘉
ノ

ロ
火
の
神
へ
の
「
御
た
か
へ
言
」
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。「
嶺
井
之
お
ひ
や
」
が
比
嘉
村
の
根
人
の
家
だ
と
推
測
さ
れ

る
が
、
こ
れ
は
ど
う
し
て
な
の
か
。
お
そ
ら
く
、
こ
れ
は
『
球
陽
』
巻
七
「
尚
貞
王
三
年
」（
一
六
七
一
）
の
記
事

「
四
五
一　

始
め
て
久
米
島
に
比
嘉
祝
女
を
置
く
」
と
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
。
記
事
は
、「
昔
具
志
川
按
司
（
伊
志
喜

那
覇
按
司
の
次
男
な
り
）」
が
「
佐
場
喜
橋
」
を
「
改
修
」
し
た
勲
功
と
し
て
、
仲
里
間
切
に
あ
っ
た
山
城
村
を
具
志

川
間
切
に
編
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、「
比
嘉
・
島
尻
等
の
村
、
祭
礼
を
為
す
の
時
、
必
ず
山
城
祝
女
を
請
ひ
て
以
て
祭

祀
を
為
す
。
後
、
柳
起
新
（
浦
崎
親
雲
上
康
盈
）
総
地
頭
の
時
に
至
り
、
恭
し
く
呈
文
を
具
し
新
に
比
嘉
祝
女
を
設

け
、
兼
ね
て
其
の
祭
を
致
す
」（

6
（

と
あ
る
。『
球
陽
』
の
記
事
は
、『
羽
地
仕
置
』
の
「
諸
間
切
ぬ
る
く
も
ひ
之
儀
他
間
切

ぬ
る
く
も
ひ
申
請
祭
礼
仕
候
儀
此
節
よ
り
禁
止
申
付
候
」（

7
（

と
連
動
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
。
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『
羽
地
仕
置
』
の
記
事
は
、
近
世
期
の
王
府
の
ノ
ロ
祭
祀
は
間
切
を
基
本
と
し
、
村
の
転
出
・
転
入
に
よ
っ
て
所
属

す
る
間
切
に
変
化
が
あ
れ
ば
、
そ
の
変
更
に
よ
り
場
合
に
よ
っ
て
は
新
た
な
ノ
ロ
が
立
て
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
比
嘉
ノ
ロ
が
置
か
れ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
以
前
は
、
山
城
ノ
ロ
が
山
城
・
比
嘉
・
島
尻
村
の
祭
祀
を

管
轄
し
て
い
た
が
、
山
城
村
が
具
志
川
間
切
へ
編
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
間
切
が
異
な
っ
た
山
城
ノ
口
が
、
比
嘉
・

島
尻
両
村
の
祭
祀
に
か
か
わ
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
、
比
嘉
ノ
ロ
が
立
て
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、

『
球
陽
』
の
記
事
通
り
な
ら
ば
、『
仲
里
旧
記
』
が
編
纂
さ
れ
た
時
期
（
一
七
○
三
年
か
）
に
は
比
嘉
ノ
ロ
が
立
て
ら
れ

て
い
た
は
ず
で
あ
る
が
、
実
体
と
し
て
こ
の
時
点
で
仮
に
比
嘉
ノ
ロ
が
立
て
ら
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
相
変
わ
ら
ず
比

嘉
・
島
尻
村
の
祭
祀
は
山
城
ノ
ロ
が
取
り
仕
切
っ
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
。『
公
孫
姓
家
譜
』
に
は
「
康
煕
二
十
一
年

壬
戌
創
建
比
嘉
乃
呂
久
毛
比
」（「
比
嘉
乃
呂
久
毛
比
」
は
比
嘉
の
ろ
の
尊
称
）
と
あ
り
、
比
嘉
ノ
ロ
の
設
置
は
『
球

陽
』
の
記
事
よ
り
も
遅
い
「
康
煕
二
十
一
年
」（
一
六
八
二
）
と
あ
る
（『
日
本
歴
史
地
名
大
系
第
四
十
八
巻　

沖
縄
県

の
地
名
』（

8
（

）。
さ
ら
に
、『
日
本
歴
史
地
名
大
系　

沖
縄
県
の
地
名
』
は
、「
乾
隆
一
一
年
（
一
七
四
六
）
の
久
米
島
検
地

後
諸
村
が
再
構
成
さ
れ
間
切
の
移
管
が
行
わ
れ
、
具
志
川
間
切
の
山
城
村
は
仲
里
間
切
の
嘉
手
苅
村
と
交
換
さ
れ
、
以

後
仲
里
間
切
に
所
属
し
た
（
乾
隆
一
二
年
「
久
米
具
志
川
間
切
諸
村
取
納
帳
」
与
世
永
家
文
書
）」
と
あ
り
、
山
城
村

は
再
び
仲
里
間
切
に
編
入
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
変
遷
の
中
で
、
山
城
・
比
嘉
・
島
尻
村
の
ノ
ロ
の
祭
祀
が
ど
う
な
っ

て
い
っ
た
の
か
、
興
味
が
持
た
れ
る
。

お
そ
ら
く
、
間
切
の
ま
と
ま
り
は
古
琉
球
期
か
ら
の
も
の
で
、
山
城
ノ
ロ
が
山
城
・
比
嘉
・
島
尻
村
の
祭
祀
を
管
轄
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す
る
慣
行
は
、
す
ぐ
に
は
変
え
ら
れ
な
い
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
先
に
仲
原
が
記
し
た
比
嘉
ノ
ロ

の
神
名
が
「
み
ぜ
り
き
よ
の
お
や
の
ろ
」
と
い
う
の
は
、
山
城
ノ
ロ
の
神
名
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る（

9
（

。
こ
の
問
題
は
、

近
世
期
に
は
盛
ん
に
間
切
が
新
設
さ
れ
た
り
、
村
の
転
編
入
が
行
わ
れ
た
り
す
る
が
、
そ
れ
が
ノ
ロ
が
管
轄
す
る
村

と
、
間
切
へ
の
村
の
転
編
入
と
の
間
に
絡
む
関
連
が
あ
る
の
か
興
味
深
い
。
18
・
40
の
比
嘉
村
の
記
載
で
あ
る
「
嶺
井

之
お
ひ
や
火
の
神
前
」
か
ら
「
御
た
か
へ
言
」
が
始
ま
る
問
題
は
、
少
な
く
と
も
こ
の
時
点
で
比
嘉
ノ
ロ
が
比
嘉
村
の

祭
祀
を
取
り
仕
切
っ
て
い
な
か
っ
た
と
理
解
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。『
仲
里
旧
記
』
か
ら
窺
え
る
想
定
は
、
村
の
祭

祀
に
つ
い
て
は
ノ
ロ
が
で
る
村
は
ノ
ロ
火
の
神
へ
の
オ
タ
カ
ベ
か
ら
祭
祀
が
始
ま
り
、
ノ
ロ
が
で
な
い
村
は
根
人
と
思

わ
れ
る
比
屋
家
の
火
の
神
へ
の
オ
タ
カ
ベ
か
ら
祭
祀
が
始
ま
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

〈『
仲
里
旧
記
』
に
記
さ
れ
る
神
名
〉

表
の
下
段
に
記
し
た
番
号
は
、
ウ
タ
に
で
る
ノ
ロ
の
神
名
で
あ
る
こ
と
は
前
述
し
た
。
一
の
「
城
の
ろ
」
の
「
神
名　

そ
い
き
よ
ら
の
お
や
の
ろ
」
は
、
2
・
3
の
「
御
た
か
へ
言
」
と
「
く
い
に
や
に
」
に
し
か
で
な
い
。
し
か
も
、
三
の

「
比
嘉
の
ろ
」（「
山
城
の
ろ
」
か
）
と
さ
れ
る
「
神
名　

み
ぜ
り
き
よ
の
お
や
の
ろ
」
と
と
も
に
対
句
で
で
る
。
2
・

3
は
仲
里
城
（
宇
江
城
グ
ス
ク
）
を
祭
場
に
し
て
お
り
、
村
の
祭
祀
と
い
う
よ
り
間
切
の
祭
祀
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る（

（1
（

。
そ
れ
で
、
両
ノ
ロ
が
こ
の
祭
祀
に
参
加
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
宇
根
・
儀
間
ノ
ロ
の
神
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名
も
あ
っ
て
も
よ
い
。
そ
れ
が
な
い
の
が
課
題
と
し
て
残
る
。
た
だ
し
、
仲
里
城
を
祭
場
と
す
る
2
は
一
ヶ
所
だ
け
で

唱
え
ら
れ
る
オ
タ
カ
ベ
で
は
な
く
、
仲
里
城
城
内
の
六
ヶ
所
の
イ
ベ
で
繰
り
返
し
行
わ
れ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
や

は
り
、
こ
こ
が
村
の
祭
祀
を
越
え
た
間
切
全
体
の
祭
祀
が
執
り
行
わ
れ
る
祭
場
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

2
の
「
御
た
か
へ
言
」（
オ
タ
カ
ベ
1
）
の
前
半
部
は
、
以
下
で
あ
る（

（（
（

。

右
同
時
〔
大
雨
乞
之
時
〕
仲
里
城
に
て
御
た
か
へ
言
（
仲
里
間
切
宇
江
城
村
）

一 

む
か
は
は
じ
ま
り

昔
の
始
ま
り
か
ら

二 

き
さ
し
は
じ
ま
り

け
さ
し
（
昔
）
の
始
ま
り
か
ら

三 

あ
ま
み
や
は
じ
ま
り

あ
ま
み
や
（
太
古
）
始
ま
り
か
ら

四 

し
ね
り
や
は
じ
ま
り

し
ね
り
や
（
太
古
）
始
ま
り
か
ら

五 

い
し
ら
ご

石
ら
子
（
石
の
美
称
で
、
イ
ビ
の
こ
と
）

六 

ま
し
ら
ご

真
石
ら
子
（
石
の
美
称
で
、
イ
ビ
の
こ
と
）

七 

ざ
よ
く
め
し
や
う
ろ

ざ
よ
く
（
鎮
座
）
な
さ
る

八 

が
け
ぢ
め
し
や
う
ろ

が
け
ぢ
（
不
明
）
な
さ
る

九 

大
な
ざ

大
な
さ

一
○ 

さ
だ
と
の
か
な
し
に

さ
だ
殿
加
那
志
に
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一
一 

御
み
の
け
や
べ
ら

申
し
上
げ
ま
し
ょ
う

一
二 

た
る
や
あ
ら
ん

誰
で
も
な
い

一
三 
そ
い
き
よ
ら
の
お
や
の
ろ
お
や
ぬ
し

ソ
イ
キ
ヨ
ラ
の
親
ノ
ロ
親
主

一
四 
み
ぜ
り
き
よ
の
お
や
の
ろ

ミ
ゼ
リ
キ
ヨ
の
親
ノ
ロ

一
五 

五
の
神

五
の
神

一
六 

七
の
神

七
の
神

一
七 

み
そ
で
あ
は
せ

御
袖
を
合
わ
せ
て

一
八 

こ
ん
で
あ
は
せ

組
手
を
合
わ
せ
て

一
九 

御
み
の
け
や
へ
ら

申
し
上
げ
ま
し
ょ
う

（
以
下
、
省
略
）

『
仲
里
旧
記
』
は
、
2
の
「
御
た
か
べ
言
」
の
後
に
「
一
、
あ
ふ
り
や
へ
、
さ
す
か
さ
か
な
し
江
、
右
同
断
」「
一
、

お
も
ひ
き
み
、
よ
ゝ
せ
き
み
か
な
し
江
、
右
同
断
」「
一
、
い
づ
ミ
ご
お
り
、
わ
き
で
こ
お
り
か
な
し
江
、
右
同
断
」

「
一
、
し
ま
は
じ
め
、
ま
き
よ
は
し
め
、
あ
ぶ
ら
や
へ
の
あ
ん
じ
お
そ
い
、
た
ゝ
ミ
き
よ
が
、
お
と
ち
へ
こ
は
ら
が
、

た
く
だ
ろ
、
こ
の
だ
る
、
あ
さ
川
、
は
ら
川
江
、
右
同
断
」「
一
、
て
だ
は
じ
め
、
は
じ
ま
り
か
な
し
江
、
右
同
断
」

が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
右
同
断
」
の
意
味
は
、
2
の
「
御
た
か
べ
言
」
を
イ
ベ
の
「
神
名
」
を
入
れ
替
え
て
、
繰

り
返
し
唱
え
る
こ
と
だ
と
理
解
さ
れ
る
。『
琉
球
国
由
来
記
』
巻
十
九
「
久
米
仲
里
間
切
」「
五
○ 

仲
里
城
御
嶽　

宇
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江
城
村
」
に
は
「
一
御
前　

神
名　

大
ナ
チ
ヤ
御
イ
ベ
」「
一
御
前　

神
名　

ア
フ
ラ
イ
サ
ス
カ
サ
御
イ
ベ
」「
一
御
前　

神
名　

ヲ
モ
ヒ
キ
ミ
御
イ
ベ
」「
一
御
前　

神
名　

イ
ツ
ミ
ジ
ユ
ヰ
御
イ
ベ
」「
一
御
前　

神
名　

ア
サ
カ
御
イ
ベ
」

「
一
御
前　

神
名　

テ
ダ
始
メ
御
イ
ベ
」
と
い
う
六
ヶ
所
の
イ
ベ
の
神
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
傍
線
を
引
い
た
九
・
一
○

「
大
な
ざ
さ
だ
と
の
か
な
し
」
は
、『
琉
球
国
由
来
記
』「
五
○ 

仲
里
城
御
嶽　

宇
江
城
村
」
の
最
初
の
イ
ベ
で
あ
る

「
一
御
前　

神
名　

大
ナ
チ
ヤ
御
イ
ベ
」
の
神
名
で
あ
ろ
う
。『
仲
里
旧
記
』
の
記
載
か
ら
は
分
か
り
に
く
い
が
、『
仲

里
旧
記
』
は
六
ヶ
所
の
イ
ベ
で
唱
え
ら
れ
る
「
御
た
か
へ
言
」
を
記
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
最
初
の
イ
ベ
で

唱
え
ら
れ
る
「
御
た
か
べ
言
」
を
『
仲
里
旧
記
』
は
記
し
て
い
る
の
で
あ
る（

（1
（

。
以
下
の
「
一
御
前　

神
名　

ア
フ
ラ
イ

サ
ス
カ
サ
御
イ
ベ
」
等
は
、
九
・
一
○
の
箇
所
に
そ
れ
ぞ
れ
の
イ
ベ
の
神
名
を
入
れ
替
え
て
唱
え
る
と
理
解
さ
れ
る
。

2
の
「
御
た
か
べ
言
」
の
九
・
一
○
の
箇
所
は
、
オ
タ
カ
ベ
を
唱
え
る
対
象
を
示
し
、
一
三
・
一
四
は
唱
え
る
主
体
を
示

す
。
唱
え
る
主
体
は
、
祭
場
の
祭
祀
を
担
う
ノ
ロ
で
あ
る
。
そ
れ
ら
が
神
名
で
表
現
さ
れ
る
点
が
、「
御
た
か
べ
言
」

と
し
て
は
重
要
な
点
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。『
仲
里
旧
記
』
の
記
載
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
最
初
に
仲
里
城
の
火
の
神

（「
城
守
火
之
神
」）
へ
の
オ
タ
カ
ベ
が
唱
え
ら
れ
る
と
推
測
さ
れ
る
が
、
そ
の
後
、
仲
里
城
に
あ
る
六
ヶ
所
の
イ
ベ
に

オ
カ
タ
ベ
が
唱
え
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
3
の
「
右
同
時
、
仲
里
城
ニ
て
く
い
に
や
」
は
、
仲
里
城
に
あ
る
六
ヶ
所

の
イ
ベ
で
そ
れ
ぞ
れ
謡
わ
れ
る
か
ど
う
か
だ
が
、
3
の
「
く
い
に
や
」（
ク
ェ
ー
ナ
1
）
の
前
半
部
は
以
下
で
あ
る
。
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右
同
時
〔
大
雨
乞
之
時
〕
仲
里
城
ニ
て
く
い
に
や
（
仲
里
間
切
宇
江
城
村
）

一…

け
ふ
の
ら
い
に

今
日
の
ら
い
（
不
明
）
に

二…
な
ま
の
ら
い
に

今
の
ら
い
（
不
明
）
に

三…
よ
か
る
ひ

良
き
日
に

四…

き
や
か
る
ひ
に

輝
く
日
に

五…

ゑ
ら
び
い
た
ち

選
び
出
し

六…

そ
ゝ
ひ
い
だ
ち

そ
そ
ひ
（
選
び
）
出
し

七…

そ
い
き
よ
ら
の
お
や
の
ろ　

お
や
ぬ
し

袖
清
ら
の
親
の
ろ
親
主

八…

み
ぜ
り
き
よ
の
お
や
の
ろ　

お
（
や
）
ぬ
し
み
ぜ
り
子
の
親
の
ろ
親
主

九…

や
ぢ
よ
く
引

や
じ
ょ
子
を
引
き
連
れ

一
○…

ま
ひ
と
引

真
人
を
引
き
連
れ

一
一…

し
ま
そ
い
に

島
襲
い
（
仲
里
城
）
に

一
二…

き
も
だ
か
に

肝
高
（
仲
里
城
）
に

一
三…

お
し
あ
が
り

押
し
揚
が
り

一
四…

（
く
み
）
あ
か
り

踏
み
揚
が
り

一
五…

大
な
さ
ば
た
か
へ
て

大
な
ざ
を
尊
ん
で

一
六…

さ
た
と
の
は
た
か
へ
て

さ
だ
殿
を
尊
ん
で

一
七…

あ
ふ
り
や
へ
た
か
（
へ
）
て

煽
り
や
へ
を
尊
ん
で
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一
八…

さ
す
か
さ
た
か
へ
て

差
笠
を
尊
ん
で

一
九…
い
づ
み
ご
お
り
た
か
へ
て

泉
こ
お
り
を
尊
ん
で

二
○…
わ
き
い
で
こ
お
り
た
か
へ
て

湧
き
出
で
こ
お
り
を
尊
ん
で

二
一…
て
た
は
し
め
は
し
ま
り
か
な
し
た
か
へ
て

テ
ダ
始
め
始
ま
り
加
那
志
を
尊
ん
で

（
以
下
、
省
略
）

傍
線
を
引
い
た
一
五
か
ら
二
一
は
、『
仲
里
旧
記
』
が
2
の
「
御
た
か
べ
言
」
の
後
に
記
す
イ
ベ
の
神
名
と
対
応
し

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
大
ナ
チ
ヤ
」（『
琉
球
国
由
来
記
』）
は
一
五
・
一
六
、「
あ
ふ
り
や
へ
、
さ
す
か
さ
か
な
し
」
は

一
七
・
一
八
、「
い
づ
ミ
ご
お
り
、
わ
き
で
こ
お
り
か
な
し
」
は
一
九
・
二
○
、「
て
だ
は
じ
め
、
は
じ
ま
り
か
な
し
」
は

二
一
と
対
応
し
て
、
こ
れ
ら
を
「
く
い
に
や
」
は
謡
っ
て
い
る
。「
お
も
ひ
き
み
、
よ
ゝ
せ
き
み
か
な
し
」「
し
ま
は
じ

め
、
ま
き
よ
は
し
め
、
あ
ぶ
ら
や
へ
の
あ
ん
じ
お
そ
い
、
た
ゝ
ミ
き
よ
が
、
お
と
ち
へ
こ
は
ら
が
、
た
く
だ
ろ
、
こ
の

だ
る
、
あ
さ
川
、
は
ら
川
」
と
い
う
神
名
が
み
え
な
い
が
、
ク
ェ
ー
ナ
は
「
御
た
か
べ
言
」
と
は
違
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の

イ
ベ
で
謡
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
仲
里
城
の
祭
場
で
一
度
に
謡
わ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
な

点
に
、
オ
タ
カ
ベ
と
ク
ェ
ー
ナ
の
違
い
を
考
え
て
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

『
仲
里
旧
記
』
が
記
す
イ
ベ
の
神
名
は
、『
琉
球
国
由
来
記
』
で
は
全
体
的
に
短
縮
、
省
略
し
て
記
載
し
て
い
る
。
そ

の
ひ
と
つ
が
四
番
目
（
実
際
は
、
五
番
目
）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
一
、
し
ま
は
じ
め
、
ま
き
よ
は
し
め
、
あ
ぶ
ら
や

へ
の
あ
ん
じ
お
そ
い
、
た
ゝ
ミ
き
よ
が
、
お
と
ち
へ
こ
は
ら
が
、
た
く
だ
ろ
、
こ
の
だ
る
、
あ
さ
川
、
は
ら
川
」
と
い
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う
イ
ベ
の
神
名
で
あ
る
。
こ
れ
を
『
琉
球
国
由
来
記
』
は
、
末
尾
部
の
「
あ
さ
川
」
だ
け
を
取
っ
た
「
ア
サ
カ
御
イ

ベ
」
と
記
し
て
い
る
。「
ア
サ
カ
御
イ
ベ
」
は
、
井
戸
（
琉
球
語
「
カ
ー
」）
を
祀
っ
た
イ
ベ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
イ
ベ
の
神
名
は
、『
仲
里
旧
記
』
で
は
欠
落
し
て
い
る
仲
里
城
の
由
来
記
事
と
関
連
し
て
い
る
。『
琉
球
国
由
来

記
』
巻
十
九
の
「
五
○　

仲
里
城
御
嶽
」
の
「
由
来
」
の
前
半
は
以
下
で
あ
る
。

由
来
。
往
古
、
城
主
久
米
中
城
按
司
ト
云
フ
人
ノ
亡
霊
ヲ
崇
敬
ノ
由
也
。
右
城
ノ
儀
、
最
初
ハ
御
嶽
ニ
テ
、
堂
ノ

比
屋
下
女
ヲ
ト
チ
コ
ハ
ラ
ト
云
フ
者
、
走
逃
隠
居
ケ
ル
ニ
、
其
時
分
、
儀
間
村
イ
シ
キ
ナ
ハ
按
司
次
男
、
按
司
ト

号
シ
、
大
城
山
ニ
城
構
ヘ
石
垣
積
掛
ケ
ル
最
中
、
ヲ
ト
チ
コ
ハ
ラ
御
嶽
ヨ
リ
出
来
リ
、
中
城
御
嶽
内
ノ
地
形
惣
様

石
ニ
テ
、
殊
ニ
水
モ
有
レ
之
、
能
城
ニ
可
レ
成
由
申
ケ
レ
バ
、
按
司
彼
所
ヘ
到
テ
弓
ヲ
射
サ
セ
試
ミ
ラ
レ
、
能
城

地
ト
見
窮
（
以
下
、
省
略
）

引
用
し
た
「
五
○ 

仲
里
城
御
嶽
」
の
「
由
来
」
の
前
半
の
大
意
は
、
仲
里
城
は
元
は
御
嶽
で
あ
っ
た
が
、
堂
の
比

屋
の
下
女
で
あ
る
ヲ
ト
チ
コ
バ
ラ
が
逃
げ
て
こ
の
御
嶽
に
隠
れ
て
い
た
時
に
、
儀
間
村
の
伊
敷
索
按
司
の
次
男
（
按

司
）
が
大
城
山
に
城
を
構
え
る
た
め
に
石
垣
を
築
い
て
い
る
折
、
ヲ
ト
チ
コ
バ
ラ
が
あ
ら
わ
れ
て
「
中
城
御
嶽
は
全
体

が
石
の
様
に
堅
固
で
、
水
も
あ
る
。
良
き
城
が
築
か
れ
る
」
と
、
按
司
に
申
し
上
げ
た
。
そ
れ
で
、
按
司
は
中
城
御
嶽

に
赴
い
て
弓
を
射
て
試
し
て
み
る
と
、
確
か
に
攻
め
に
く
く
良
い
城
が
築
け
そ
う
だ
と
思
っ
て
、
城
を
築
く
こ
と
に
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な
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ヲ
ト
チ
コ
バ
ラ
は
、
お
そ
ら
く
中
城
御
嶽
の
神
女
で
こ
の
進
言
（
託
宣
か
）
に
よ
っ

て
、
こ
の
地
に
城
が
築
か
れ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
時
に
地
形
全
体
が
石
の
様
に
堅
固
で
あ
る
と
と
も
に
、

「
殊
ニ
水
モ
有
レ
之
」
と
い
う
こ
と
が
城
が
築
か
れ
る
理
由
に
な
っ
て
い
る
。
イ
ベ
名
の
神
名
「
一
、
し
ま
は
じ
め
、

ま
き
よ
は
し
め
、
あ
ぶ
ら
や
へ
の
あ
ん
じ
お
そ
い
、
た
ゝ
ミ
き
よ
が
、
お
と
ち
へ
こ
は
ら
が
、
た
く
だ
ろ
、
こ
の
だ

る
、
あ
さ
川
、
は
ら
川
」（
集
落
の
始
め
マ
キ
ョ
の
始
め
に
煽
り
や
へ
按
司
襲
い
、
た
た
み
子
の
オ
ト
チ
コ
バ
ラ
が
準

備
し
た
考
え
て
い
た
ア
サ
川
、
ハ
ラ
川
）
は
、
仲
里
城
が
築
城
さ
れ
る
由
来
と
理
解
さ
れ
る
。
こ
の
イ
ベ
名
は
、「
し

ま
は
じ
め
／
ま
き
よ
は
し
め
」「
あ
ん
じ
お
そ
い
／
た
ゝ
ミ
き
よ
」「
た
く
だ
ろ
／
こ
の
だ
る
」「
あ
さ
川
／
は
ら
川
」

と
い
う
よ
う
に
対
句
表
現
に
な
っ
て
い
る
。『
仲
里
旧
記
』
に
は
、
こ
の
よ
う
な
対
句
表
現
に
よ
っ
て
記
さ
れ
る
イ
ベ

名
が
多
く
あ
る
。

一
例
を
示
す
と
、「
宇
根
村
世
野
久
瀬
御
嶽
神
御
名
」
の
「
一
、
世
野
久
瀬
、
け
を
の
森
、
い
さ
い
ら
く
に
、
ま

（
し
）
ら
く
に
、
お
れ
な
ふ
し
、
若
つ
か
さ
、
め
（
ま
）
よ
き
よ
ら
、
わ
か
つ
か
さ
、
す
て
つ
か
さ
か
な
し
」（
世
野
久

瀬
、
け
お
〔
霊
気
〕
の
森
の
石
ら
子
、
真
石
ら
子
〔
石
の
美
称
で
、
イ
ビ
の
こ
と
〕
に
相
応
し
く
降
り
た
若
司
、
目
眉

清
ら
若
司
、
若
返
っ
た
司
加
那
志
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
も
、「
世
野
久
瀬
／
け
を
の
森
」「
い
さ
い
ら
く
／
ま

（
し
）
ら
く
」「
若
つ
か
さ
／
め
（
ま
）
よ
き
よ
ら
」「
わ
か
つ
か
さ
／
す
て
つ
か
さ
か
な
し
」
と
い
う
対
句
表
現
に
よ

る
御
嶽
の
神
名
で
あ
る
。
こ
れ
を
『
琉
球
国
由
来
記
』
巻
十
九
は
、「
五
九 

世
野
久
瀬
御
嶽
」
の
神
名
を
「
若
ツ
カ
サ

御
イ
ベ
」
と
記
す
。『
仲
里
旧
記
』
は
「
御
嶽
神
御
名
」
を
対
句
に
よ
っ
て
、「
け
を
の
森
」
と
称
え
ら
れ
る
世
野
久
瀬
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御
嶽
の
イ
ベ
（
石
ら
子
真
石
ら
子
）
に
降
臨
し
た
若
司
だ
と
す
る
が
、
そ
れ
を
『
琉
球
国
由
来
記
』
で
は
単
に
「
若
ツ

カ
サ
御
イ
ベ
」
と
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
実
は
『
琉
球
国
由
来
記
』
が
記
す
「
若
ツ
カ
サ
御
イ
ベ
」
は
、
仲
里
間
切

の
「
御
イ
ベ
」
の
「
神
名
」
に
限
っ
て
も
、
外
に
「
四
九 

平
松
御
嶽
」「
五
四 

下
ア
ミ
フ
シ
御
嶽
」「
六
四 

久
米
原
御

嶽
」「
六
六 
ナ
ミ
里
御
嶽
」
の
四
ヶ
所
の
御
嶽
の
「
御
イ
ベ
」
の
「
神
名
」
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、『
仲
里
旧
記
』

が
記
す
こ
れ
ら
の
「
神
名
」
は
ど
れ
も
同
じ
で
は
な
い
。『
琉
球
国
由
来
記
』
の
「
四
九 

平
松
御
嶽
」
に
あ
た
る
『
仲

里
旧
記
』
が
記
す
「
神
名
」
は
、「
一
、
い
た
き
よ
ら
、
か
な
き
よ
ら
、
め
ま
よ
き
よ
ら
、
あ
し
か
き
よ
ら
、
す
て
つ

か
さ
か
な
し
、
若
つ
か
さ
か
な
し
、
ミ
な
と
か
し
ら
、
と
ま
り
か
し
ら
、
い
へ
と
の
か
な
し
、
ち
や
し
や
と
の
か
な

し
」（
板
清
ら
金
清
ら
〔
棚
清
ら
か
〕、
目
眉
清
ら
あ
し
か
〔
不
明
〕
清
ら
、
孵
で
司
加
那
志
若
司
加
那
志
、
港
頭
泊

頭
、
イ
ベ
殿
加
那
志
ち
や
し
や
〔
不
明
〕
殿
加
那
志
）
で
あ
る
。『
琉
球
国
由
来
記
』
が
記
す
五
ヶ
所
の
「
若
ツ
カ
サ

御
イ
ベ
」
は
、『
仲
里
旧
記
』
で
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
由
来
を
持
つ
神
名
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
な
お
、
こ

の
神
名
は
28
の
「
ひ
ら
ま
つ
（
御
嶽
）」
の
「
御
た
か
へ
言
」、
34
の
「
い
し
た
う
ね
」
の
「
御
た
か
へ
言
」
に
み
え

る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
二
つ
オ
タ
カ
ベ
で
読
み
込
ま
れ
た
平
松
御
嶽
の
神
名
の
後
に
「
七
二 

う
つ
り
あ
す
ひ
め
し

や
ろ　

七
三 

わ
た
り
（
あ
）
す
ひ
め
し
や
う
ろ
」（
七
二 
移
り
遊
び
な
さ
り
、
七
三 

渡
り
遊
び
な
さ
り
。
オ
タ
カ
ベ

15
）
と
い
う
詞
章
が
あ
る
点
で
あ
る
。
隣
接
す
る
拝
所
「
い
し
た
う
ね
」
に
平
松
御
嶽
の
イ
ベ
の
神
が
赴
い
て
、
祭
祀

に
参
加
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
表
現
で
あ
ろ
う
。『
仲
里
旧
記
』
が
記
す
「
神
名
」
や
ウ
タ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
イ
ベ

の
由
来
を
示
し
祭
祀
の
内
容
を
あ
ら
わ
し
た
貴
重
な
表
現
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
神
名
が
対
句
表
現
に
な
っ
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て
い
る
の
は
、
ウ
タ
の
中
に
そ
れ
が
読
み
込
ま
れ
る
こ
と
が
前
提
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
神
名
が
ウ
タ

の
一
部
で
あ
る
と
も
い
え
る
が
、
そ
れ
と
と
も
に
神
名
は
ウ
タ
に
読
み
込
ま
れ
る
重
要
な
詞
章
で
あ
る
と
い
え
る
。

『
仲
里
旧
記
』
が
記
す
「
神
名
」
は
、『
琉
球
国
由
来
記
』
で
は
省
略
化
・
短
縮
化
さ
れ
た
表
記
に
な
っ
て
い
る
が
、

イ
ベ
の
由
来
や
祭
祀
の
内
容
が
知
れ
る
重
要
な
資
料
で
あ
る
。『
琉
球
国
由
来
記
』
は
、
こ
れ
を
省
略
・
短
縮
し
た
の

で
あ
る
。

〈
火
の
神
の
出
自
を
唱
え
る
オ
タ
カ
ベ
〉

『
仲
里
旧
記
』
が
記
す
ウ
タ
は
、
表
で
一
覧
し
た
よ
う
雨
乞
い
、
造
船
儀
礼
、
虫
送
り
と
い
う
祭
祀
で
唱
え
謡
わ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
ウ
タ
の
記
載
は
祭
場
（
1
～
45
）、
ウ
タ
の
種
類
（
オ
タ
カ
ベ
・
ク
ェ
ー
ナ
・
ウ
ム
イ
・
マ
ジ
ナ
イ

ゴ
ト
）、
ウ
タ
の
主
体
（
ノ
ロ
の
神
名
、
一
か
ら
四
）
が
示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
、
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
そ
れ

ら
に
留
意
し
な
が
ら
ウ
タ
の
表
現
を
み
る
と
、「
火
之
神
之
前
」
で
唱
え
る
オ
タ
カ
ベ
（
表
の
7
、
18
、
20
、
25
、
36
、

38
、
40
、
42
、
44
）
は
、
儀
間
ノ
ロ
が
唱
え
る
と
み
ら
れ
る
25
・
44
を
除
い
て
、
火
の
神
の
出
自
と
考
え
ら
れ
る
詞
章

が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
出
自
が
詳
し
い
の
は
、
宇
根
ノ
ロ
（
神
名
オ
シ
ワ
キ
ノ
親
ノ
ロ
）
が
唱
え
る
と
考
え
ら
れ
る

「
大
雨
乞
」
と
「
浜
お
れ
之
時
」
に
唱
え
ら
れ
る
「
御
た
か
べ
言
」（
オ
タ
カ
ベ
3
・
18
）
で
あ
る
。
以
下
、「
大
雨
乞

之
時
」
に
唱
え
ら
れ
る
表
7
の
（
オ
タ
カ
ベ
3
）
の
火
の
神
の
出
自
が
示
さ
れ
る
詞
章
を
引
く
。
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大
雨
乞
之
時
宇
根
村
ニ
て
宇
根
の
ろ
火
之
神
前
江
た
か
へ
言
（
仲
里
間
切
宇
根
村
）

一 

む
か
し
始
ま
り

昔
の
始
ま
り
か
ら

二 
け
さ
し
始
ま
り

け
さ
し
（
昔
）
の
始
ま
り
か
ら

三 
あ
ま
み
や
は
じ
ま
り

あ
ま
み
や
（
太
古
）
始
ま
り
か
ら

四 

し
（
ね
り
）
や
は
じ
ま
り

し
ね
り
や
（
太
古
）
始
ま
り
か
ら

五 

お
し
わ
き
の
お
や
の
ろ
か

オ
シ
ワ
キ
の
親
ノ
ロ
（
宇
根
ノ
ロ
の
神
名
）
が

六 

と
ゝ
の

と
ど
の
（
屋
敷
の
意
か
）

七 

か
と
の
内
に

か
ど
の　

内
に

八 

お
し
立
め
し
や
う
ろ

押
し
立
て
な
さ
る

九 

よ
ひ
た
て
め
し
や
う
ろ

結
い
立
て
な
さ
る

一
○ 

あ
か
ぐ
ち
や
か
な
し

赤
口
加
那
志
（
火
の
神
の
尊
称
）

一
一 

ぜ
ろ
ま
ゝ
か
な
し
ま
へ
の

ゼ
ル
マ
マ
加
那
志
前
（
火
の
神
様
の
美
称
語
）
の

一
二 

う
ま
れ
く
ち

誕
生
の
最
初
は

一
三 

は
じ
め
く
ち

始
ま
り
の
最
初
は

一
四 

あ
か
る
い
の

東
方
の

一
五 

て
だ
が
あ
な
の

テ
ダ
（
太
陽
）
の
穴
の

一
六 

こ
も
く
せ
の

雲
子
（
美
し
い
）
干
瀬
の

一
七 

ま
し
た
か
ら

真
下
か
ら
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一
八 

ま
な
か
か
ら

真
中
か
ら

一
九 
こ
ゝ
ろ
生
め
し
や
う
ろ

こ
こ
ろ
（
立
派
な
）
生
ま
れ
を
な
さ
っ
た

二
○ 
す
ぐ
れ
生
め
し
や
う
ろ

勝
れ
た
生
ま
れ
を
な
さ
っ
た

二
一 
お
と
ぢ
や
六
と
こ
る

弟
者
六
ト
コ
ロ

二
二 

こ
ゝ
し
六
と
こ
る

コ
コ
シ
六
ト
コ
ロ
は

二
三 

お
し
ら
れ
た
う
と

御
知
ら
れ
ト
ー
ト

二
四 

御
み
の
け
や
へ
ら

申
し
上
げ
ま
し
ょ
う

二
五 

ぢ
る
や

ヂ
ル
ヤ
に

二
六 

か
な
や
に　

い
ま
ふ
れ
ば

カ
ナ
ヤ
に
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば

二
七 

お
と
ま
の
こ
ゝ
し

弟
マ
ノ
コ
コ
シ

二
八 

わ
か
ま
の
こ
ゝ
し
と

若
マ
ノ
コ
コ
シ
と

二
九 

名
付

名
付
け

三
○ 

さ
つ
け　

め
し
よ
わ
ろ

授
け
な
さ
れ
る

三
一 

と
ゞ
の

と
ど
の
に

三
二 

か
ど
の
に　

い
ま
ふ
れ
ば

か
ど
の
に
し
ら
っ
し
ゃ
れ
ば

三
三 

六
つ
き
月
の
庚
子
日

正
月
の
月
の
庚
子
の
日
に

三
四 

庚
午
日
に

庚
午
の
日
に

三
五 

お
し
た
て
め
し
や
う
ち
や
ろ

押
し
立
て
な
さ
っ
た
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三
六 

よ
ひ
た
て
め
し
や
う
ち
や
ろ

寄
り
立
て
な
さ
っ
た

三
七 

あ
か
ぐ
ち
や
か
な
し

赤
口
加
那
志

三
八 
ぜ
る
ま
ゝ
か
な
し
と

ゼ
ル
マ
マ
加
那
志
と

三
九 
名
付

名
付
け

四
○ 

さ
つ
け　

め
し
や
へ

授
け
な
さ
れ
て

四
一 

お
ぼ
つ
に　

い
ま
ふ
れ
ば

オ
ボ
ツ
に
し
ら
っ
し
ゃ
れ
ば

四
二 

か
く
ら
に　

い
ま
ふ
れ
ば

神
楽
に
し
ら
っ
し
ゃ
れ
ば

四
三 

火
の
は
あ

火
の
祖
母

四
四 

火
の
大
ぢ
と

火
の
祖
父
と

四
五 

名
付

名
付
け

四
六 

授
付　

め
し
や
へ

授
け
な
さ
れ
て

四
七 

な
か
は
い

中
辺

四
八 

ち
な
か
に　

い
ま
ふ
れ
は

途
中
に
し
ら
っ
し
ゃ
れ
ば

四
九 

飛
や
へ

飛
び
合
い

五
○ 

ま
へ
や
へ
の
司
と

舞
い
合
い
の
司
と

五
一 

名
付

名
付
け

五
二 

授
付　

め
し
や
へ

授
け
な
さ
れ
て

五
三 

天
の
み
や

天
の
庭
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五
四 

雨
の
み
や
に　

い
ま
ふ
れ
ば

天あ
め

の
庭
に
し
ら
っ
し
ゃ
れ
ば

五
五 
大
て
だ

大
て
だ

五
六 
世
の
て
だ
か
な
し
と

世
の
て
だ
加
那
志
と

五
七 
と
ご
ゑ

と
声
（
聖
な
る
声
か
）

五
八 

ゑ
り
ぢ
よ　

あ
は
せ
め
し
や
う
ろ

ゑ
り
ぢ
よ
（
聖
な
る
言
葉
か
）
を
合
わ
せ
な
さ
ろ
う

五
九 

あ
か
ぐ
ち
や

赤
口
の
者

六
○ 

ぜ
ろ
ま
ゝ
か
な
し
ま
へ

ゼ
ル
マ
マ
加
那
志
に

六
一 

御
し
ら
れ

御
知
ら
れ
事
を

六
二 

御
み
の
け
や
へ
ら

申
し
上
げ
よ
う

六
三 

け
ふ
の
よ
か
ろ
日
に

今
日
の
良
き
日
に

六
四 

き
や
か
る
日
に

輝
く
日
に

六
五 

お
し
わ
き
の
お
や
の
ろ
か

オ
シ
ワ
キ
の
親
の
ろ
が

（
以
下
、
省
略
）

「
一 

む
か
し
始
ま
り
／
二 

け
さ
し
始
ま
り
」
か
ら
「
六
一 

御
し
ら
れ
／
六
二 

御
み
の
け
や
へ
ら
」
ま
で
が
、
火
の

神
に
対
し
て
オ
タ
カ
ベ
を
唱
え
る
定
型
的
な
詞
章
で
あ
る
。
こ
の
オ
タ
カ
ベ
は
「
宇
根
の
ろ
火
之
神
前
」
の
「
御
た
か

へ
言
」
で
あ
る
が
故
に
、
宇
根
ノ
ロ
の
神
名
が
読
み
込
ま
れ
る
。
そ
れ
が
五
か
ら
九
の
表
現
に
な
っ
て
い
る
。
ノ
ロ
が

出
な
い
堂
・
比
屋
定
村
、
比
嘉
村
、
島
尻
村
で
は
、
比
屋
家
の
火
の
神
へ
の
オ
タ
カ
ベ
に
な
る
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
場
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合
は
、
比
屋
の
神
名
が
読
み
込
ま
れ
る
と
理
解
さ
れ
る
。
堂
・
比
屋
定
村
の
比
屋
の
神
名
は
「
あ
つ
み
な
の
大
こ
ろ

う
」（
オ
タ
カ
ベ
17
）、
比
嘉
村
の
比
屋
の
神
名
は
「
あ
や
嶺
井
の
大
こ
ろ
う
」（
オ
タ
カ
ベ
20
）、
島
尻
村
の
比
屋
の
神

名
は
「
あ
ら
さ
き
の
大
こ
ろ
う
」（
オ
タ
カ
ベ
22
）
で
あ
る
。
仲
原
は
「
あ
つ
み
な
」「
あ
や
嶺
井
」「
あ
ら
さ
き
」
は

村
の
神
名
と
す
る
が
（「
校
注
仲
里
旧
記
」）、
そ
う
で
あ
る
に
し
て
も
「
大
こ
ろ
う
」
は
「
お
や
の
ろ
」
に
対
応
し
た

語
で
あ
り
、
ノ
ロ
の
神
名
と
比
屋
の
神
名
が
パ
ラ
レ
ル
に
あ
る
表
現
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
。
こ
れ
を
、
40
の
比
嘉
村

の
嶺
井
比
屋
の
火
の
神
の
オ
タ
カ
ベ
で
示
す
。

比
嘉
村
作
物
た
め
浜
お
れ
之
時
嶺
井
比
屋
火
之
神
前
ニ
而
御
た
か
へ
言
（
仲
里
間
切
比
嘉
村
）

一 

む
か
し
始
ま
り

昔
の
始
ま
り
か
ら

二 

け
さ
し
始
ま
り

け
さ
し
（
昔
）
の
始
ま
り
か
ら

三 

あ
ま
み
や
始
ま
り

あ
ま
み
や
（
太
古
）
始
ま
り
か
ら

四 

し
ね
り
や
始
め

し
ね
り
や
（
太
古
）
始
め
か
ら

五 

あ
や
嶺
井
の
大
こ
ろ
う

あ
や
嶺
井
の
大
こ
ろ
う
（
比
嘉
村
の
比
屋
の
神
名
）

六 

ま
き
よ
の
根
の
ま
こ
ろ
く
か

ま
き
ょ
の
根
（
中
心
）
の
真
こ
ろ
子
（
比
屋
の
美
称
語
）
が

七 

と
ゞ
の

と
ど
の
（
屋
敷
の
意
か
）
に

八 

か
と
の
に

か
ど
の
に

九 

お
し
立

押
し
立
て
る
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一
○ 

よ
り
立
ろ

寄
り
立
て
る

一
一 
あ
か
ぐ
ち
や

赤
口
の
者
（
火
の
神
の
美
称
語
）
の

一
二 
ぜ
ろ
ま
ゝ
か
な
し

ゼ
ル
マ
マ
加
那
志
（
火
の
神
様
の
美
称
語
）
の

（
以
下
、
省
略
）

引
用
し
た
「
嶺
井
比
屋
火
之
神
前
」
の
オ
タ
カ
ベ
は
、「
宇
根
の
ろ
火
之
神
前
」
の
オ
タ
カ
ベ
と
五
を
除
い
て
同
じ

で
あ
る
。
こ
の
表
現
は
、
36
の
堂
・
比
屋
定
村
の
比
屋
の
火
の
神
へ
の
「
御
た
か
へ
言
」（
オ
タ
カ
ベ
17
）
で
も
全
く

同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
20
・
42
の
「
島
尻
ひ
や
火
之
神
前
」
の
「
御
た
か
へ
言
」（
オ
タ
カ
ベ
9
・
22
）
で
も
同
様
で
、

20
・
42
に
は
一
か
ら
四
に
あ
た
る
詞
章
が
な
く
島
尻
村
の
比
屋
の
神
名
「
一 

あ
ら
さ
き
の　

二 

ま
き
よ
の
根
の　

三 

大
こ
ろ
う　

四 

ま
こ
ろ
く
か
」
か
ら
始
ま
る
と
い
う
違
い
だ
け
で
あ
る
。「
御
た
か
へ
言
」
は
、
こ
の
よ
う
な
定
型
的

な
詞
章
で
始
め
ら
れ
、
そ
の
後
に
火
の
神
の
出
自
が
唱
え
ら
れ
る
。
火
の
神
の
出
自
は
「
一
○ 

あ
か
ぐ
ち
や
か
な
し　

一
一 

ぜ
ろ
ま
ゝ
か
な
し
ま
へ
の　

一
二 

う
ま
れ
く
ち　

一
三 

は
じ
め
く
ち
」
か
ら
「
五
九 

あ
か
ぐ
ち
や　

六
○ 

ぜ

ろ
ま
ゝ
か
な
し
ま
へ　

六
一 

御
し
ら
れ　

六
二 
御
み
の
け
や
へ
ら
」
ま
で
の
詞
章
で
、「
名
付
さ
つ
け　

め
し
よ
わ

ろ
」（
名
付
け
授
け
な
さ
る
）
と
い
う
表
現
が
四
回
繰
り
返
さ
れ
る
詞
章
を
中
心
に
し
て
展
開
さ
れ
る
と
み
ら
れ
る
。

伊
波
普
猷
が
「
火
の
神
考
」（
注
1
の
論
）
で
『
琉
球
神
道
記
』
巻
五
「
一
、
キ
ン
マ
モ
ン
事
」
に
「
時
ニ
国
ニ
火
ナ

シ
．
龍
宮
ヨ
リ
．
是
ヲ
求
テ
．
国
成
就
シ
。
人
間
生
長
シ
テ
。
守
護
ノ
神
現
ジ
給
フ
」
や
『
琉
球
国
由
来
記
』
巻
五

「
首
里
中
火
神
並
御
嶽
之
事
」「
南
風
之
平
等
」
の
「
十
月
朔
日
、
竃
廻
ノ
時
」
の
「
御
タ
カ
ベ
ノ
意
趣
」
に
「
ニ
ル
ヤ　
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カ
ナ
ヤ
カ
ラ　

御
ス
デ
始
リ
メ
シ
ヨ
ワ
チ
ヤ
ル　

石
ノ
ヨ
ラ
ム
サ　

火
鉢
ノ
御
セ
ヂ
ガ
ナ
シ
」（
ニ
ル
ヤ
カ
ナ
ヤ
か
ら

ご
誕
生
さ
な
っ
た
石
の
寄
り
物
、
火
鉢
の
御
セ
ヂ
様
）
を
あ
げ
、
火
の
神
の
出
自
が
「
龍
宮
」
や
「
ニ
ル
ヤ
カ
ナ
ヤ
」

に
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。『
仲
里
旧
記
』
の
「
宇
根
の
ろ
火
之
神
前
」
の
オ
タ
カ
ベ
で
も
、
東
方
の
海
の
彼
方
の

干
瀬
の
真
下
で
火
の
神
が
誕
生
し
た
と
あ
る
。
オ
タ
カ
ベ
の
大
意
は
、
火
の
神
は
東
方
の
テ
ダ
の
穴
に
あ
る
美
し
い
干

瀬
の
真
下
か
ら
弟
ヂ
ャ
六
ト
コ
ロ
・
小
腰
六
ト
コ
ロ
が
誕
生
し
て
、
そ
れ
が
ヂ
ロ
ヤ
・
カ
ナ
ヤ
（
ニ
ル
ヤ
・
カ
ナ
ヤ
）

に
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
弟
（
乙
）
ま
の
小
腰
・
若
ま
の
小
腰
と
名
付
け
ら
れ
、「
と
ゞ
の
／
か
ど
の
」（
屋
敷
か
）
に
い

ら
っ
し
ゃ
り
、
新
年
の
庚
子
、
庚
午
の
日
に
な
り
線
香
が
立
て
ら
れ
る
と
ア
カ
グ
チ
ャ
・
ゼ
ル
マ
マ
加
那
志
と
名
付

け
ら
れ
、
オ
ボ
ツ
・
神
楽
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
火
の
ば
あ
（
祖
母
）・
火
の
大
ぢ
（
祖
父
）
と
名
付
け
ら
れ
、「
な
か
ば

い
／
ち
な
か
」（
中
空
、
道
中
）
に
あ
る
と
飛
び
合
い
・
舞
い
合
い
の
司
と
名
付
け
ら
れ
て
、
天
上
に
上
り
天
の
庭
に

い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
大
テ
ダ
・
世
の
テ
ダ
加
那
志
と
「
と
ご
ゑ
／
ゑ
り
ぢ
よ
」（
聖
な
る
声
）
を
合
わ
し
な
さ
る
ア
カ
グ

チ
ャ
・
ゼ
ル
マ
マ
加
那
志
で
あ
る
と
、
い
う
も
の
で
あ
る
。
ア
カ
グ
チ
ャ
・
ゼ
ル
マ
マ
加
那
志
が
地
上
で
の
火
の
神

の
神
名
、
美
称
語
で
あ
る
。
そ
の
火
の
神
は
、
東
方
の
聖
な
る
場
所
で
弟
ヂ
ャ
六
ト
コ
ロ
・
小
腰
六
ト
コ
ロ
と
し
て
誕

生
し
、
そ
の
後
、
場
所
に
応
じ
て
弟
（
乙
）
ま
の
小
腰
・
若
ま
の
小
腰
と
い
う
乙
女
を
あ
ら
わ
す
神
名
、
ア
カ
グ

チ
ャ
・
ゼ
ル
マ
マ
加
那
志
と
い
う
大
人
を
あ
ら
わ
す
神
名
、
火
の
ば
あ
・
火
の
大
ぢ
と
い
う
老
婆
老
爺
を
あ
ら
わ
す

神
名
、
飛
び
合
い
・
舞
い
合
い
の
司
と
い
う
天
に
飛
翔
す
る
姿
を
称
え
ら
れ
た
神
名
を
そ
れ
ぞ
れ
授
か
り
、
名
付
け
替

え
ら
れ
る
と
理
解
さ
れ
る（

（1
（

。
そ
れ
は
火
の
神
が
場
に
応
じ
て
変
態
し
、
そ
れ
に
応
じ
て
神
名
が
替
わ
り
成
長
す
る
姿
を
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示
し
て
い
る
と
い
え
る
。
成
長
し
た
火
の
神
が
、
煙
と
と
も
に
天
上
に
昇
り
「
天
の
み
や
」
で
大
テ
ダ
・
世
の
テ
ダ
加

那
志
と
「
と
ご
ゑ
／
ゑ
り
ぢ
よ
」（
聖
な
る
声
）
を
合
わ
せ
て
、
六
三
以
下
で
唱
え
ら
れ
る
ノ
ロ
の
祈
り
（
地
上
か
ら

の
願
い
）
を
聞
き
届
け
か
な
え
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る（

（1
（

。
火
の
神
は
此
岸
の
願
い
を
天
上
や
海
上
彼
方
の
彼
岸
の

世
界
に
届
け
る
媒
介
者
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
が
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
場
面
は
雨
乞
い
で
あ
り
、
ネ
ズ
ミ
等
の
害

虫
駆
除
の
祈
り
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
願
い
を
「
天
の
み
や
」
の
大
テ
ダ
・
世
の
テ
ダ
加
那
志
に
届
け
、「
と
ご
ゑ
／

ゑ
り
ぢ
よ
」
を
合
わ
せ
て
か
な
え
さ
せ
る
の
が
、
四
度
の
名
付
け
替
え
で
変
態
・
成
長
を
遂
げ
た
ア
カ
グ
チ
ャ
・
ゼ

ル
マ
マ
加
那
志
（
火
の
神
）
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
四
度
に
わ
た
る
火
の
神
の
神
名
、
聖
名
の
変
遷

が
、
火
の
神
の
聖
な
る
出
自
で
あ
り
火
の
神
の
神
話
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
神
話
が
、
祈
り
を
届
け
る
呪
的
な
力
を

保
証
す
る
と
解
釈
さ
れ
る
。『
仲
里
旧
記
』
に
記
さ
れ
る
「
御
た
か
へ
言
」
の
火
の
神
の
出
自
は
、
唱
え
ら
れ
る
神
話

で
あ
る
と
い
っ
て
い
い
。

〈
沖
永
良
部
島
の
ユ
タ
の
呪
詞
、
シ
マ
ダ
デ
シ
ン
ゴ
〉

神
名
、
聖
名
を
め
ぐ
る
唱
え
ら
れ
る
神
話
に
つ
い
て
は
、
山
下
欣
一
が
沖
永
良
部
島
の
ユ
タ
が
唱
え
る
大
地
と
人
と

稲
作
の
創
世
を
内
容
と
し
た
壮
大
な
呪
詞
、
シ
マ
ダ
テ
シ
ン
ゴ
を
論
じ
た
諸
論
で
取
り
上
げ
て
い
る
。
こ
の
諸
論
を
ま

と
め
た
「
ユ
タ
（
沖
永
良
部
島
）
呪
詞
群
の
「
聖
名
」
の
考
察
」（

（1
（

で
は
、「「
シ
マ
ダ
テ
シ
ン
ゴ
」
に
表
現
さ
れ
て
い
る
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聖
名
は
、
こ
の
創
世
神
話
を
述
べ
る
最
も
根
源
的
な
こ
と
を
示
し
て
い
る
」
と
述
べ
、「
聖
名
と
は
、
無
か
ら
有
へ
と

存
在
を
示
す
た
め
の
重
要
な
こ
と
が
ら
」
と
し
て
い
る
。
三
七
○
余
節
に
も
わ
た
る
シ
マ
ダ
テ
シ
ン
ゴ
の
最
初
の
部
分

の
大
意
を
要
約
す
れ
ば
、
東
方
の
嶽
、
す
ぐ
る
嶽
で
石
の
王
と
金
の
君
と
の
間
に
誕
生
し
た
子
で
あ
る
が
、
そ
の
子
に

「
あ
お
な
／
み
き
よ
な
」（
聖
な
る
名
）
を
付
け
ず
に
、
生
ん
だ
親
は
石
と
金
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
子
は
「
あ
お
な
／

み
き
よ
な
」
が
欲
し
く
て
天
の
庭
に
昇
り
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
語
っ
て
照
る
テ
ィ
ダ
加
那
志
・
親
な
だ
加
那
志
か
ら

シ
マ
ク
ブ
タ
・
ク
ミ
ク
ブ
タ
と
い
う
聖
名
を
も
ら
う
。
そ
し
て
、
島
ウ
チ
ュ
キ
・
国
ウ
チ
ュ
キ
（
大
地
、
土
地
の
美
称

語
か
）
を
も
ら
お
う
と
し
た
が
、
照
る
テ
ィ
ダ
・
親
な
だ
か
ら
天
の
庭
で
は
そ
れ
が
か
な
わ
な
い
、
ニ
ル
ヤ
島
に
降
り

て
い
け
と
い
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
ニ
ル
ヤ
島
に
降
り
て
ニ
ル
ヤ
の
大
主
・
ス
ン
ト
ゥ
ヌ
に
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
繰
り
返

し
て
語
る
と
、
シ
マ
デ
ー
シ
ヌ
シ
マ
ク
ブ
タ
、
ク
ミ
デ
ー
シ
ヌ
ク
ミ
ク
ブ
タ
と
い
う
聖
名
を
も
ら
う
。
そ
う
し
て
、
島

ウ
チ
ュ
キ
・
国
ウ
チ
ュ
キ
を
も
ら
い
、
大
地
と
人
と
稲
作
の
創
世
が
始
ま
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
名
を
付
け
ら
れ
な

か
っ
た
子
が
天
の
庭
に
い
る
照
る
テ
ィ
ダ
・
親
な
だ
か
ら
シ
マ
ク
ブ
タ
・
ク
ミ
ク
ブ
タ
と
い
う
聖
名
を
も
ら
い
、
ニ
ル

ヤ
の
大
主
・
ス
ン
ト
ゥ
ヌ
か
ら
シ
マ
デ
ー
シ
ヌ
シ
マ
ク
ブ
タ
、
ク
ミ
デ
ー
シ
ヌ
ク
ミ
ク
ブ
タ
と
い
う
さ
ら
に
荘
厳
な
聖

名
を
得
る
こ
と
で
、
国
土
と
人
類
と
農
耕
の
創
世
神
と
も
い
う
べ
き
資
格
が
与
え
ら
れ
、
創
世
が
始
ま
る
。
こ
の
こ
と

が
山
下
が
い
う
「
聖
名
と
は
、
無
か
ら
有
へ
と
存
在
を
示
す
た
め
の
重
要
な
こ
と
が
ら
」
な
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「「
シ
マ
ダ
テ
シ
ン
ゴ
」
に
表
現
さ
れ
て
い
る
聖
名
は
、
創
世
神
話
を
述
べ
る
も
っ
と
も
根
源
的
な
こ
と
を
示
し
て
い

る
」
の
で
あ
る
。
シ
マ
ダ
テ
シ
ン
ゴ
は
、
ア
ム
ト
ノ
ー
シ
と
い
う
死
者
の
霊
魂
を
呼
ぶ
儀
礼
、
人
が
病
気
に
か
か
っ
た
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時
、
人
の
魂
は
墓
に
向
か
う
の
で
そ
れ
を
払
う
た
め
の
ハ
カ
ノ
ー
シ
と
い
う
儀
礼
や
重
病
者
を
救
う
た
め
に
豚
等
を
身

替
わ
り
と
し
て
殺
し
平
癒
の
祈
願
を
す
る
ワ
ー
フ
ガ
ミ
と
い
う
儀
礼
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
呪
詞
の
後
に
唱
え
ら
れ
る
。
創

世
神
話
、
シ
マ
ダ
テ
シ
ン
ゴ
は
聖
名
を
与
え
ら
れ
た
創
世
神
、
シ
マ
デ
ー
シ
ヌ
シ
マ
ク
ブ
タ
、
ク
ミ
デ
ー
シ
ヌ
ク
ミ
ク

ブ
タ
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
秩
序
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
呪
詞
の
呪
的
力
を
高
め
る
働
き
を
す
る
と
理
解
さ
れ
る
。

創
世
神
話
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
る
秩
序
の
力
と
も
い
う
も
の
は
、
例
え
ば
沖
縄
本
島
喜
如
嘉
の
村
落
の
創
世
（
シ

マ
ダ
テ
）
を
内
容
と
す
る
「
シ
バ
サ
シ
の
オ
モ
イ
」（
ウ
ム
イ
1
9
7
他
）
が
、
一
年
の
継
ぎ
目
、
変
わ
り
目
で
あ
る

「
旧
八
月
十
一
日
」
の
シ
バ
サ
シ
の
行
事
で
、
謡
わ
れ
る
こ
と
を
み
て
も
分
か
る
。「
シ
バ
サ
シ
の
オ
モ
イ
」
は
、
シ
バ

サ
シ
の
日
に
「
神
人
が
、
全
部
神
ア
シ
ア
ゲ
に
集
つ
て
祈
願
を
な
し
、
屋
内
に
於
て
円
陣
を
作
り
、
オ
モ
イ
を
歌
つ
て

踊
り
つ
ゝ
巡
る
」
と
い
う
か
た
ち
で
謡
わ
れ
る
。
シ
バ
サ
シ
の
時
期
は
「
妖
怪
魔
物
が
出
現
す
る
」
の
で
、「
青
年
婦

女
は
宵
の
頃
か
ら
高
台
に
登
り
部
落
を
凝
視
す
る
」、
ま
た
「
農
具
や
家
具
の
す
べ
て
に
俗
称
シ
バ
と
い
ふ
草
を
結
び
、

家
の
四
隅
や
豚
小
屋
、
古
木
の
下
や
門
に
尾
花
を
結
ん
で
立
て
る
」（

（1
（

。
夏
に
年
の
変
わ
り
目
（
夏
正
月
）
が
あ
る
琉
球

に
お
い
て
、
循
環
す
る
時
間
の
継
ぎ
目
が
あ
る
こ
の
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、
村
落
の
創
世
神
話
を
謡
う
の
で
あ
る
。
謡
う

創
世
神
話
に
よ
る
築
か
れ
た
秩
序
に
よ
っ
て
、
時
間
の
継
ぎ
目
に
あ
る
危
機
を
始
原
の
状
態
に
戻
し
て
、
回
復
さ
せ
新

た
な
時
間
の
開
始
を
図
る
の
が
、「
シ
バ
サ
シ
の
オ
モ
イ
」
を
謡
う
理
由
で
あ
る
。
シ
マ
ダ
テ
シ
ン
ゴ
が
表
現
す
る
神

話
の
力
は
、
秩
序
が
誕
生
す
る
力
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
、
こ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
呪
詞
の
呪
的
力
を
高
め
る
働
き
を
す

る
と
理
解
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
シ
マ
ダ
テ
シ
ン
ゴ
の
根
源
を
形
成
す
る
の
は
、
照
る
テ
ィ
ダ
加
那
志
や
ニ
ル
ヤ
の
大
主
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か
ら
与
え
ら
れ
る
聖
名
、
神
名
で
あ
る
。

山
下
は
ユ
タ
の
成
巫
儀
礼
で
謡
わ
れ
る
「
ま
れ
が
た
れ
」（
生
ま
れ
語
り
）
は
、「
ユ
タ
が
ア
ミ
ゴ
と
い
う
山
や
谷
間

の
泉
を
一
生
拝
む
こ
と
を
す
る
が
、
そ
こ
で
う
た
い
あ
げ
る
呪
詞
」
で
あ
り
、「
呪
詞
は
泉
の
前
で
自
分
の
出
自
を
う

た
い
上
げ
る
も
の
で
「
自
分
の
生
ま
れ
の
語
り
」
と
い
う
意
味
を
持
つ
呪
詞
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
る
。
以
下
に
山
下

が
採
取
し
た
「
二
二 

ま
れ
が
た
れ
」
の
最
終
部
分
を
引
く（

（1
（

。

（
前
半
省
略
）

八
四 

あ
お
な　

あ
ぎ
り
ば
よ
ー

聖
な
る
名
を
あ
げ
れ
ば
よ

八
五 

う
ん
に
や
か
な
ど
ー

ウ
ン
ニ
ャ
カ
ナ
だ

八
六 

み
き
よ
な　

あ
ぎ
り
ば
ー
よ
ー

御
子
名
を
あ
げ
れ
ば
よ

八
七 

み
き
よ
な　

う
ん
に
や
か
な
ど

御
子
名
は
ウ
ン
ニ
ャ
カ
ナ
だ

八
八 

の
り
か
わ
り　

と
り
つ
ぎ
が

乗
り
替
わ
り
取
り
継
ぎ
が

八
九 

た
つ
ご
う
ま
き
よ
ぬ　

か
ど
む
ら
の
ぬ
よ
ー

龍
郷
マ
キ
ョ
の
嘉
渡
村
の
よ

九
○ 

あ
お
な　

ち
よ
か
な
ど
ー

聖
な
る
名
の
千
代
カ
ナ
だ

九
一 

み
き
よ
う
な　

ち
よ
か
な
ど
ー

御
子
名
は
千
代
カ
ナ
だ

九
二 

み
き
よ
な　

の
り
か
わ
り　

と
り
つ
ぎ
が

御
子
名
の
乗
り
替
わ
り
取
り
継
ぎ
が

九
三 

う
ら
が
ん
ま
き
よ
ぬ　

う
ら
が
ん

浦
上
マ
キ
ョ
の
浦
上
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九
四 

ほ
ん
う
ら
ぬ
よ
ー

本
浦
の
よ

九
五 

あ
お
な　

あ
ぎ
り
ば
よ
ー

聖
な
る
名
を
あ
げ
れ
ば
よ

九
六 
あ
お
な　

□
□
□
□
ど
ー

聖
な
る
名
は
□
□
□
□
だ

九
七 
み
き
よ
な　

あ
ぎ
り
ば
よ
ー

御
子
名
を
あ
げ
れ
ば
よ

九
八 

□
□
□
□
ど
ー

□
□
□
□
だ

九
九 

か
み
が
ま
れ　

と
り
し
や
れ
て
ぃ

神
の
生
ま
れ
を
と
ら
れ
て

一
○
○ 

ふ
じ
よ
が　

ま
さ
り

ふ
じ
ょ
の
勝
り
を

一
○
一 

と
う
る
よ
ー
や

と
る
よ

成
巫
し
た
ユ
タ
の
出
自
・
系
譜
と
も
い
う
べ
き
も
の
が
、「
あ
お
な
／
み
き
よ
な
」
の
「
の
り
か
わ
り　

と
り
つ
ぎ
」

で
あ
る
と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
が
、『
仲
里
旧
記
』
の
火
の
神
の
オ
タ
カ
ベ
の
四
度
に
わ
た
る
成
長
の
変
遷
に

か
か
わ
る
名
付
け
・
授
け
替
え
に
相
当
す
る
詞
章
と
考
え
ら
れ
る
。
嘉
渡
村
の
「
う
ん
に
や
か
な
」
か
ら
本
浦
の
「
ち

よ
か
な
」、
そ
し
て
「
の
り
か
わ
り　

と
り
つ
ぎ
」
で
引
き
継
が
れ
る
、
今
度
成
巫
す
る
ユ
タ
の
聖
名
□
□
□
□
が

「
ま
れ
が
た
れ
」
で
謡
い
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
が
、
ユ
タ
の
成
巫
儀
礼
の
重
要
な
点
の
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う
。

山
下
は
、
続
い
て
聖
名
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
沖
永
良
部
島
の
ユ
タ
の
呪
詞
、
シ
バ
ナ
シ
ン
ゴ
（
潮
花
シ
ン
ゴ
。
シ

ン
ゴ
は
真
言
か
）
と
ア
カ
ト
ウ
キ
ヌ
タ
チ
ラ
（
明
時
の
タ
チ
ラ
）
に
言
及
し
て
い
る
。
シ
バ
ナ
シ
ン
ゴ
は
海
難
事
故
に

遭
っ
て
遺
体
が
発
見
で
き
な
い
時
に
、
供
犠
と
し
て
豚
な
ど
を
海
中
に
投
入
し
シ
バ
ナ
神
を
鎮
魂
す
る
時
の
呪
詞
で
あ
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る
。
シ
バ
ナ
シ
ン
ゴ
の
大
意
は
、
大
潮
と
八
潮
が
白
浜
の
真
ん
中
に
打
ち
寄
せ
て
聖
名
を
与
え
ら
れ
ず
に
子
が
生
ま
れ

る
。
親
の
大
潮
と
八
潮
は
飛
び
散
っ
て
、
子
は
白
浜
の
真
ん
中
で
浮
き
草
を
か
ぶ
っ
て
隠
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
漁
師
が

や
っ
て
く
る
と
、
名
が
付
け
ら
れ
な
い
子
は
漁
師
を
溺
れ
さ
せ
る
。
漁
師
の
親
が
ユ
タ
に
頼
ん
で
溺
れ
た
理
由
を
知
ろ

う
と
す
る
と
、
浮
き
草
を
か
ぶ
っ
た
子
が
聖
名
を
与
え
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
だ
と
分
か
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
子
に
沖
シ

バ
ナ
・
旅
シ
バ
ナ
と
い
う
聖
名
を
与
え
て
、
白
浜
の
真
ん
中
、
浦
々
、
岬
々
を
根
島
に
し
て
、
海
の
幸
を
も
た
ら
し
、

願
う
側
も
酒
一
合
五
勺
を
供
え
、
難
破
船
が
あ
れ
ば
荷
物
を
も
ら
い
な
さ
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
シ
バ
ナ
シ
ン
ゴ

は
沖
シ
バ
ナ
・
旅
シ
バ
ナ
と
い
う
聖
名
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
海
難
に
遭
っ
た
死
者
の
鎮
魂
と
、
漁
の
安

全
・
豊
漁
を
か
な
え
る
神
に
な
る
こ
と
を
示
す
呪
詞
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
ア
カ
ト
ウ
キ
ヌ
タ
チ
ラ
は
瀕
死
の
重
病
人
の
た
め
に
ユ
タ
が
重
病
人
の
家
に
赴
い
て
唱
え
る
呪
詞
で
あ
る
。

呪
詞
は
、
夜
明
け
の
東
の
空
に
向
か
っ
て
重
病
人
の
着
物
な
ど
を
前
に
し
て
唱
え
ら
れ
る
と
い
う
。
ア
カ
ト
ウ
キ
ヌ
タ

チ
ラ
の
大
意
は
、
東
に
立
つ
竜
雲
と
西
に
立
つ
鬼
雲
が
ナ
カ
ビ
島
（
中
空
に
あ
る
シ
マ
か
）
に
打
ち
寄
せ
て
子
を
生

む
。
親
は
子
に
名
を
付
け
ぬ
ま
ま
竜
と
鬼
に
な
っ
て
飛
び
散
っ
て
し
ま
う
。
子
は
聖
名
を
欲
し
が
り
シ
ラ
ク
嶽
・
ク
ラ

ク
嶽
に
登
り
照
る
太
陽
の
門
に
隠
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
照
る
太
陽
は
病
気
に
な
り
ユ
タ
が
占
う
と
、
子
が
照
る
太
陽

の
門
に
隠
れ
て
い
る
こ
と
が
知
れ
、
門
か
ら
追
い
出
さ
れ
る
。
ユ
タ
は
子
に
出
自
を
話
さ
せ
る
と
、
竜
の
子
、
鬼
の
子

だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
曉
の
夜
明
け
雲
と
と
も
に
退
散
さ
せ
ら
れ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
ち
ら
は
、
聖
名
を

与
え
ず
に
追
放
す
る
と
い
う
展
開
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
山
下
が
い
う
よ
う
に
聖
名
を
与
え
て
鎮
魂
を
目
的
と
す
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る
シ
バ
ナ
シ
ン
ゴ
と
は
対
照
的
で
、
照
る
太
陽
と
重
病
人
を
重
ね
て
聖
名
を
与
え
ず
追
放
す
る
こ
と
が
、
病
の
平
癒
を

暗
示
す
る
こ
と
に
な
る
と
解
釈
さ
れ
る
。

シ
バ
ナ
シ
ン
ゴ
と
ア
カ
ト
ウ
キ
ヌ
タ
チ
ラ
は
、
い
ず
れ
も
シ
マ
ダ
テ
シ
ン
ゴ
と
同
一
の
物
語
の
構
造
を
持
つ
呪
詞
で

あ
る
。
こ
の
呪
詞
の
テ
ー
マ
と
も
い
う
べ
き
重
要
な
点
が
、
聖
名
、
神
名
の
取
得
で
あ
る
。

〈
ま
と
め
に
か
え
て
、『
仲
里
旧
記
』
の
ウ
タ
の
ジ
ャ
ン
ル
を
め
ぐ
る
問
題
〉

前
述
し
た
よ
う
に
、『
仲
里
旧
記
』
は
ウ
タ
が
唱
え
謡
わ
れ
る
祭
祀
や
祭
場
、
ウ
タ
の
担
い
手
が
窺
え
る
貴
重
な
資

料
で
あ
る
。
中
で
も
宇
根
ノ
ロ
が
ウ
タ
の
担
い
手
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
表
の
7
か
ら
17
、
38
・
39
は
、
ウ
タ

の
表
現
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
。
特
に
7
か
ら
10
は
、
7
が
「
宇
根
の
ろ
火
の
神
前
」
で
「
た
か
べ
言
」（
オ
タ
カ

ベ
3
）
が
唱
え
ら
れ
た
後
、
8
か
ら
10
は
「
世
野
久
瀬
御
嶽
」
で
、
8
が
「
お
も
る
」（
ウ
ム
イ
1
）、
9
が
「
み
す
づ

ろ
」（
ミ
セ
ゼ
ル
1
）、
10
が
「
か
う
い
に
や
」（
ク
ェ
ー
ナ
4
）
が
唱
え
謡
わ
れ
る
点
で
注
目
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

こ
れ
ら
の
ウ
タ
の
詞
章
を
比
較
す
る
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ウ
タ
の
特
有
の
詞
章
が
抽
出
さ
れ
る
な
ら
ば
、
ウ
タ
の
ジ
ャ

ン
ル
を
考
え
る
手
が
か
り
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
以
下
に
、
そ
の
「
お
も
る
」「
み
す
づ
ろ
」「
か
う
い
に
や
」
を
引

く
。
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右
同
時
〔
大
雨
乞
之
時
〕
せ
野
久
瀬
ニ
而
お
も
る
（
仲
里
村
宇
根
村
）

一 

む
か
し
は
じ
ま
り

昔
の
始
ま
り
か
ら

二 
け
さ
し
は
じ
ま
り

け
さ
し
（
昔
）
の
始
ま
り
か
ら

三 
あ
ま
み
や
は
じ
ま
り

あ
ま
み
や
（
太
古
）
始
ま
り
か
ら

四 

し
ね
り
や
は
じ
ま
り

し
ね
り
や
（
太
古
）
始
ま
り
か
ら

五 

せ
の
く
ぜ
に　

お
れ
て

世
野
久
瀬
御
嶽
に
降
り
て

六 

げ
を
の
も
り　

お
れ
て

け
お
の
杜
に
降
り
て

七 

お
れ
て　

お
れ
な
ふ
ち
へ

正
し
く
降
り
て

八 

い
み
や
ち
へ　

い
み
や
な
ふ
ち
へ

正
し
く
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て

九 

あ
が
さ
し
ふ　

お
ろ
ち
へ

吾
が
サ
シ
フ
を
降
ろ
し
て

一
○ 

あ
が
も
じ
は　

お
（
ろ
ち
へ
）

吾
が
ム
ツ
キ
（
物
憑
き
）
を
降
ろ
し
て

一
一 

神
の
ま
ね　

と
よ
る

神
の
真
似
を
取
る

一
二 

ぬ
し
の
ま
ね　

と
よ
る

主
の
真
似
を
取
る

右
同
時
〔
大
雨
乞
之
時
〕
み
す
づ
ろ
（
仲
里
村
宇
根
村
）

一 

ほ
う
わ
い　

ほ
う
わ
い　

ほ
う
わ
い　

や
ほ
う
ホ
ウ
ワ
イ　

ホ
ウ
ワ
イ　

ホ
ウ
ワ
イ　

ヤ
ホ
ウ

二 

嶽
の
ほ
う
わ
い

嶽
の　

ホ
ウ
ワ
イ

三 

も
り
の
ほ
う
わ
い

杜
の　

ホ
ウ
ワ
イ
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四 

お
ろ
し
ほ
う
わ
い

降
ろ
し　

ホ
ウ
ワ
イ

五 
い
み
や
し
ほ
う
わ
い

い
ら
っ
し
や
る　

ホ
ウ
ワ
イ

六 
ほ
う
わ
い　

ほ
う
わ
い　

ほ
う
わ
い　

や
ほ
う
ホ
ウ
ワ
イ　

ホ
ウ
ワ
イ　

ホ
ウ
ワ
イ　

ヤ
ホ
ウ

右
同
時
〔
大
雨
乞
之
時
〕
か
う
い
に
や
（
仲
里
村
宇
根
村
）

一 

む
か
し
か
ら　

あ
る
や
に

昔
か
ら
あ
る
よ
う
に

二 

け
さ
し
か
ら　

す
る
や
に

け
さ
し
（
昔
）
か
ら
す
る
よ
う
に

三 

お
し
わ
き
の
お
や
の
ろ

お
し
わ
き
の
親
ノ
ロ
は

四 

お
し
わ
き
の
わ
い
ぬ
し

お
し
わ
き
の
親
主
は

五 

五
の
神
あ
と
お
ゐ
て

五
の
神
を
集
め
て

六 

七
の
神
揃
へ
て

七
の
神
を
揃
え
て

七 

せ
の
ぐ
せ
に　

お
れ
て

世
野
久
瀬
御
嶽
に
降
り
て

八 

け
を
の
も
り　

お
れ
て

け
お
の
杜
に
降
り
て

九 

お
れ
て　

お
れ
な
ふ
ち
へ

正
し
く
降
り
て

一
○ 

い
み
や
ち
へ　

い
み
や
な
ふ
ち
へ

正
し
く
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て

一
一 

神
の
ま
ね　

と
よ
す

神
の
真
似
を
取
る
の
は

一
二 

ぬ
し
の
ま
ね　

と
よ
す

主
の
真
似
を
取
る
の
は

一
三 

神
の
ま
ね　

お
と
る
し
や

神
の
真
似
は
恐
ろ
し
い



70

一
四 

ぬ
し
の
ま
ね　

お
と
る
し
や

主
の
真
似
は
恐
ろ
し
い

一
五 

お
と
る
し
や　

あ
よ
れ
と
も

恐
ろ
し
い
が

一
六 
や
ぐ
め
さ　

あ
よ
れ
と
も

恐
れ
多
い
が

（
以
下
省
略
）

特
徴
的
な
詞
章
で
あ
る
の
は
、「
み
す
づ
ろ
」
で
あ
ろ
う
。「
ほ
う
わ
い
」
と
い
う
詞
章
が
繰
り
返
さ
れ
る
。「
み
す

づ
ろ
」
の
二
か
ら
五
の
詞
章
は
、「
嶽
」「
も
り
」「
お
ろ
し
」「
い
み
や
し
」
に
「
ほ
う
わ
い
」
が
付
い
た
だ
け
の
も
の

で
あ
る
。
こ
の
「
嶽
」「
も
り
」「
お
ろ
し
」「
い
み
や
し
」
は
、「
お
も
る
」
の
五
か
ら
八
の
詞
章
、
あ
る
い
は
「
か
う

い
に
や
」
の
七
か
ら
一
○
の
詞
章
と
対
応
し
て
い
る
。
仲
原
は
「
仲
里
旧
記
に
つ
い
て
」
で
「
沖
縄
各
地
の
雨
乞
の

例
」
の
一
つ
と
し
て
「
前
日
作
っ
て
あ
っ
た
仮
小
屋
に
火
を
つ
け
「
ほ
う
ふ
わ
い
ほ
う
ふ
わ
い
」
と
叫
ぶ
。
こ
れ
を
合

図
に
村
中
の
人
が
あ
ち
こ
ち
で
「
ほ
う
ふ
わ
い
ほ
う
ふ
わ
い
」
と
叫
び
ど
ら
を
打
ち
鳴
ら
す
。
す
な
わ
ち
仮
想
火
事
を

お
こ
す
わ
け
で
あ
る
（
中
頭
・
西
原
地
方
―
島
袋
源
七
・
比
嘉
春
潮
の
両
氏
談
）」
と
記
し
て
い
る（

（1
（

。
雨
乞
い
に
火
を

焚
き
、
銅
鑼
を
鳴
ら
す
の
は
、
龍
神
を
呼
び
さ
ま
す
行
為
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、「
ほ
う
わ
い
」
と
い
う
言
葉
自
体
は
、

『
山
原
の
土
俗
』
の
「
10 

火
魂
の
話
」
に
「
火
事
の
後
三
日
す
れ
ば
「
火ヒ

ゲ
ー返

し
」
と
い
ふ
事
を
す
る
。
そ
れ
は
各
戸
の

門
前
に
水
を
満
た
し
た
桶
を
置
き
、
又
字
を
離
れ
た
処
に
小
屋
を
造
り
、
之
れ
に
火
を
点
け
て
「
ホ
ー
ハ
イ
〳
〵
」
と

叫
び
乍
ら
、
水
を
撒
い
た
り
し
て
青
年
共
が
集
つ
て
火
魂
を
追
ふ
の
で
あ
る
」
と
あ
り
、「
ほ
う
ふ
わ
い
」
は
「
火ヒ

ゲ
ー返

し
」（
火
魂
返
し
）
の
呪
文
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
語
が
「
嶽
」「
も
り
」「
お
ろ
し
」「
い
み
や
し
」
に
付
い
て
、
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冒
頭
（
一
）
と
末
尾
（
六
）
に
「
ほ
う
わ
い
」
を
含
む
同
じ
詞
章
が
唱
え
ら
れ
る
故
に
、
こ
れ
が
単
な
る
呪
文
で
は
な

く
「
み
す
づ
ろ
」
と
い
わ
れ
た
の
か
。
し
か
し
、
そ
う
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
13
・
16
・
21
・
22
・
23
の
「
御
た
か
へ

言
」
は
こ
の
「
み
す
づ
ろ
」
を
ほ
ぼ
含
む
詞
章
に
な
っ
て
い
る
。
仲
原
も
「
校
注
仲
里
旧
記
」
の
「
凡
例
」
で
、「
お

た
か
べ
言
廿
四
篇
（
内
四マ

マ

篇
は
実
は
ま
ぜ
〈
じ
〉
な
い
言
」）」
と
し
て
い
る
の
は
、「
み
す
づ
ろ
」
を
含
ん
だ
「
御
た

か
へ
言
」
が
あ
る
こ
と
を
い
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
（
仲
原
は
、
さ
ら
に
「
み
す
づ
ろ
」
を
「
ま
ぜ
〈
じ
〉
な
い
言
」

だ
と
し
て
い
る
）。「
み
す
づ
ろ
」
と
「
御
た
か
へ
言
」
に
、
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
か
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
た

だ
、「
み
す
づ
ろ
」
の
詞
章
が
「
御
た
か
へ
言
」
の
冒
頭
部
に
出
る
の
は
、
宇
根
ノ
ロ
が
か
か
わ
る
祭
場
（
13
・
16
）

の
「
御
た
か
へ
言
」
で
あ
り
、
こ
れ
が
末
尾
に
出
る
の
は
儀
間
ノ
ロ
が
か
か
わ
る
祭
場
（
21
・
22
・
23
）
の
「
御
た
か

へ
言
」
で
あ
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
こ
の
違
い
は
、
担
い
手
に
よ
る
違
い
で
あ
ろ
う
。「
み
す
づ
ろ
」
も
ノ
ロ
が
担
い

手
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、「
み
す
づ
ろ
」
は
『
琉
球
国
由
来
記
』
巻
十
六
「
伊
平
屋

島
」
に
入
る
神
話
と
い
わ
れ
る
「
ミ
セ
ゼ
ル
」
と
は
大
き
く
異
な
る
。
こ
れ
を
ミ
セ
ゼ
ル
と
理
解
し
て
よ
い
か
は
、
こ

れ
も
今
後
の
課
題
で
あ
る（

（1
（

。

ち
な
み
に
、
37
の
「
ま
せ
な
い
言
」
は
、
36
の
「
た
う
、
比
屋
定
火
の
神
前
」
の
「
御
た
か
へ
言
」
の
冒
頭
部
分
の

火
の
神
の
出
自
（
オ
タ
カ
ベ
17
の
六
九
ま
で
の
詞
章
。
た
だ
し
、
宇
根
ノ
ロ
の
も
の
と
は
や
や
異
な
る
）
が
終
わ
っ
た

後
の
詞
章
と
対
応
す
る
か
た
ち
に
な
っ
て
い
る
。「
ま
せ
な
い
言
」
の
方
が
詳
し
い
表
現
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
も

詞
章
を
み
る
限
り
「
み
す
づ
ろ
」
と
「
御
た
か
へ
言
」
と
同
様
、「
御
た
か
へ
」
と
「
ま
せ
な
い
言
」
と
の
違
い
が
ど
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う
あ
る
の
か
分
か
ら
な
い
。
唱
え
方
（
謡
い
方
）
や
所
作
を
含
め
た
違
い
が
背
景
に
あ
り
、
こ
れ
が
異
な
る
呼
称
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

8
の
「
お
も
る
」（
ウ
ム
イ
1
）
と
10
の
「
か
う
い
に
や
」（
ク
ェ
ー
ナ
4
）
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の
詞
章
が
類
似
し

て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
祭
祀
が
始
原
の
時
代
か
ら
あ
る
と
す
る
冒
頭
の
詞
章
（「
お
も
る
」

の
一
か
ら
四
と
「
か
う
い
に
や
」
の
一
・
二
）
や
世
野
久
瀬
御
嶽
へ
の
降
臨
を
謡
う
詞
章
（「
お
も
る
」
の
五
・
六
と

「
か
う
い
に
や
」
の
七
か
ら
一
○
）、
祭
祀
が
神
の
真
似
を
取
る
と
す
る
始
原
の
再
現
を
い
う
表
現
を
示
す
詞
章
（「
お

も
る
」
の
一
一
・
一
二
と
「
か
う
い
に
や
」
の
一
一
・
一
二
）
は
、
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
「
お
も

る
」
の
九
・
一
○
の
詞
章
は
、
他
の
ウ
ム
イ
（
26
・
30
の
「
お
も
ろ
」）
を
含
め
て
『
仲
里
旧
記
』
の
ウ
タ
に
は
み
ら
れ

な
い
。「
お
も
る
」
の
「
あ
が
さ
し
ふ　

お
ろ
ち
へ
／
あ
が
も
じ
は　

お
（
ろ
ち
へ
）」
は
、『
お
も
ろ
さ
う
し
』
に
で

る
「
さ
し
ふ
／
む
つ
き
」
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
が
、「
吾あ

が
さ
し
ふ
」「
さ
し
ふ　

降お

ろ
ち
へ
」
と
い
う
表
現
は
オ
モ

ロ
に
は
な
い
。
こ
の
点
で
も
興
味
深
い
が
、
用
例
が
限
ら
れ
て
お
り
こ
れ
以
上
の
比
較
は
難
し
い
。

ま
と
め
と
し
て
本
論
に
か
か
わ
る
重
要
な
点
は
、「
か
う
い
に
や
」
と
先
に
引
い
た
7
の
「
た
か
へ
言
」（
オ
タ
カ
ベ

3
）
と
を
比
較
し
て
明
ら
か
に
な
る
問
題
で
あ
る
。
二
つ
の
ウ
タ
を
比
較
す
る
と
、「
た
か
へ
言
」
の
六
五
以
下
と

「
か
う
い
に
や
」
の
三
以
下
の
詞
章
が
、「
た
か
へ
言
」
の
詞
章
が
詳
し
い
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
重
な
る
詞
章
が
展
開
し

て
い
る
。
同
様
の
こ
と
は
、「
浜
降
れ
」
の
38
「
宇
根
の
ろ
火
之
神
前
」
の
「
御
た
か
へ
言
」（
オ
タ
カ
ベ
18
）
と
そ
れ

に
続
く
、
39
「
浜
」
に
て
の
「
御
た
か
へ
言
」（
オ
タ
カ
ベ
19
）
の
詞
章
で
も
い
え
る
。
38
の
六
二
ま
で
の
火
の
神
の
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出
自
を
唱
え
た
詞
章
の
後
の
六
三
・
六
四
以
下
か
ら
の
詞
章
と
、
39
の
一
・
二
以
下
の
詞
章
は
ほ
ぼ
同
じ
詞
章
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
詞
章
を
視
点
と
す
れ
ば
、
10
の
「
か
う
い
に
や
」
や
39
の
「
御
た
か
へ
言
」
は
、
7
や
38
の
冒
頭
部
に
あ

る
火
の
神
の
出
自
、
火
の
神
の
神
話
を
唱
え
た
後
の
詞
章
か
ら
始
ま
る
と
い
う
理
解
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
10
や

39
は
7
や
38
の
「（
御
）
た
か
へ
言
」
に
よ
っ
て
、
祭
祀
の
目
的
が
火
の
神
を
通
し
て
「
天
の
み
や
」
の
「
大
て
だ　

世
の
て
だ
か
な
し
」
に
伝
え
ら
れ
た
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
唱
え
ら
れ
謡
わ
れ
た
詞
章
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
8

の
「
お
も
る
」
や
9
の
「
み
す
づ
ろ
」
も
、
7
の
「
た
か
へ
言
」
を
前
提
に
し
た
ウ
タ
で
あ
る
と
想
像
さ
れ
る
。
祭
祀

は
、
ま
ず
オ
タ
カ
ベ
に
よ
っ
て
祭
り
の
目
的
が
火
の
神
を
通
し
て
彼
岸
の
神
に
伝
え
ら
れ
、
そ
れ
を
前
提
に
し
て
オ
タ

カ
ベ
や
ウ
ム
イ
・
ク
ェ
ー
ナ
等
の
ウ
タ
が
、
オ
タ
カ
ベ
と
重
層
す
る
表
現
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ウ
タ
の
場
に
お
い

て
繰
り
返
し
唱
え
謡
わ
れ
て
、
願
い
の
実
現
を
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る（

11
（

。
そ
の
時
に
、
祭
祀
の
目
的

と
そ
の
願
意
が
確
実
に
届
け
ら
れ
、
実
現
さ
れ
る
力
を
持
つ
表
現
が
、
火
の
神
の
聖
な
る
出
自
、
神
話
を
あ
ら
わ
す
詞

章
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

本
論
で
は
、
火
の
神
の
出
自
・
神
話
の
根
源
と
も
い
う
も
の
が
授
け
ら
れ
る
神
名
、
聖
名
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
が
ノ
ロ
の
オ
タ
カ
ベ
に
み
ら
れ
る
と
同
時
に
、
山
下
欣
一
の
研
究
成
果
に
よ
る
奄
美
の
ユ
タ
の
呪
詞
に

も
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
琉
球
弧
に
通
底
す
る
唱
え
ら
れ
る
神
話
の
存
在
と
そ
の
意
味
を
考
察
し
た
。
琉

球
文
学
は
、
人
の
時
代
の
前
に
神
々
の
時
代
が
あ
っ
た
と
い
う
神
の
物
語
と
し
て
の
神
話
で
は
な
く
、
ウ
タ
の
か
た
ち

を
と
る
神
話
が
ノ
ロ
等
に
よ
る
村
落
の
祭
祀
の
ウ
タ
や
民
間
霊
能
者
で
あ
る
ユ
タ
の
呪
詞
の
中
に
展
開
さ
れ
て
機
能
し
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て
い
る
と
い
う
点
で
、
極
め
て
貴
重
な
事
例
を
提
示
し
て
い
る
。

【
注
】

（
1
） 

天
野
鉄
男
『
琉
球
学
集
説
』（
沖
縄
県
立
図
書
館
所
蔵
）。
旧
字
は
新
字
に
直
し
て
引
い
て
い
る
。
ま
た
、
漢
字
に
ふ
ら
れ
て
い

る
ル
ビ
を
省
略
し
て
い
る
。
な
お
、
伊
波
は
同
記
事
で
「
私
の
か
つ
て
発
表
し
た
「
火
の
神
考
」
も
こ
の
発
見
が
も
少
し
早
け

れ
ば
も
つ
と
う
ま
く
か
け
る
の
で
あ
つ
た
が
、
そ
れ
は
い
づ
れ
稿
を
更
め
て
か
き
た
い
と
思
ふ
」
と
述
べ
て
い
る
。「
火
の
神

考
」
は
琉
球
新
報
に
一
九
三
六
年
に
発
表
さ
れ
た
論
考
で
あ
る
。『
仲
里
旧
記
』
の
発
見
は
「
火
の
神
考
」
発
表
の
後
で
あ
る
。

「
稿
を
更
め
て
か
き
た
い
」
と
い
う
の
は
、「
あ
ま
み
や
考
」（
一
九
三
八
年
）
か
。
資
料
と
し
て
『
仲
里
旧
記
』
が
引
か
れ
て

い
る
。「
火
の
神
考
」「
あ
ま
み
や
考
」
は
、
と
も
に
『
日
本
文
化
の
南
漸
』（
楽
浪
書
院
、
一
九
三
九
年
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
2
） 

仲
原
善
忠
「
校
注　

仲
里
旧
記
」（『
仲
原
善
忠
全
集　

民
俗
編
』
第
三
巻
、
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
、
一
九
七
八
年
）。
な
お
、「
校

注　

仲
里
旧
記
」
は
一
九
五
○
年
十
二
月
の
日
付
が
入
っ
て
仮
と
じ
さ
れ
た
未
発
表
原
稿
で
あ
る
（
第
三
巻
の
「
あ
と
が
き
」）。

（
3
） 

小
島
瓔
禮
『
神
道
大
系　

神
社
編　

沖
縄
』（
神
道
大
系
編
纂
会
、
一
九
八
二
年
）。

（
4
） 

拙
論
「『
琉
球
国
由
来
記
』
の
世
界
」（『
琉
球
文
学
の
歴
史
叙
述
』
勉
誠
出
版
、
二
○
一
五
年
）。
た
だ
し
、『
琉
球
国
由
来
記
』

の
「
各
処
祭
祀
」
は
各
巻
一
貫
し
た
編
纂
方
針
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
相
当
の
幅
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の

中
に
あ
っ
て
「
四
祭
」
と
「
御
物
参
」
は
重
視
し
た
叙
述
に
な
っ
て
い
る
。『
仲
里
旧
記
』
の
叙
述
に
そ
れ
が
基
本
的
に
見
ら

れ
な
い
点
が
問
題
と
な
る
。
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（
5
） 『
琉
球
国
由
来
記
』
巻
十
二
以
下
の
「
各
処
祭
祀
」
の
叙
述
で
い
え
ば
、
巻
十
五
「
国
頭
間
切
」
の
記
載
ま
で
は
、
村
ご
と
に

記
さ
れ
る
御
嶽
の
神
名
の
記
載
の
後
に
、
そ
れ
を
管
轄
す
る
ノ
ロ
名
を
記
す
記
載
を
す
る
。
そ
れ
が
巻
十
六
以
降
の
「
伊
江

島
」
の
記
載
以
降
、
そ
の
形
式
で
は
な
く
な
り
村
を
管
轄
す
る
ノ
ロ
名
が
記
さ
れ
な
く
な
る
。

（
6
） 

球
陽
研
究
会
『
球
陽　

読
み
下
し
編
』（
角
川
書
店
、
一
九
七
四
年
）。

（
7
） 

沖
縄
県
沖
縄
史
料
編
集
所
『
首
里
王
府
仕
置
』（
沖
縄
県
教
育
委
員
会
、
一
九
八
一
年
）。

（
8
） 

平
凡
社
地
方
資
料
セ
ン
タ
ー
『
日
本
歴
史
地
名
大
系　

第
四
十
八
巻　

沖
縄
県
の
地
名
』（
平
凡
社
、
二
○
○
二
年
）。

（
9
） 

た
だ
し
、『
琉
球
国
由
来
記
』
巻
十
九
「
具
志
川
間
切
」「
山
城
村
」
の
「
二
四 

山
城
ノ
ロ
」
の
「
火
の
神
名
」
は
「
ヨ
キ
ラ

ヘ
ノ
ア
カ
ゴ
チ
ヤ
ガ
ナ
シ
」
と
あ
る
。
た
だ
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
「
ア
カ
ゴ
チ
ヤ
ガ
ナ
シ
」（
赤
口
加
那
志
）
で
あ
り
、
山

城
ノ
ロ
の
火
の
神
の
神
名
だ
と
理
解
さ
れ
る
。

（
10
） 

拙
論
「『
お
も
ろ
さ
う
し
』「
地
方
オ
モ
ロ
」
論
―
排
列
と
『
琉
球
国
由
来
記
』「
各
処
祭
祀
」
の
記
載
か
ら
―
」（『
立
正
大
学

大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
三
十
六
号
、
二
○
二
○
年
）。

（
11
） 

オ
タ
カ
ベ
や
ク
ェ
ー
ナ
他
は
、
原
則
と
し
て
外
間
守
善
・
玉
城
政
美
『
南
島
歌
謡
大
成
Ⅰ　

沖
縄
篇
上
』（
角
川
書
店
、

一
九
八
○
年
）
か
ら
引
用
す
る
。
口
語
訳
は
適
宜
私
に
よ
る
。

（
12
） 

こ
の
よ
う
な
オ
タ
カ
ベ
の
記
載
の
仕
方
は
、『
女
官
御
双
紙
』
中
巻
に
記
さ
れ
る
「
三
平
等
之
大
あ
む
し
ら
れ
」
等
が
正
月
元

旦
に
御
内
原
の
「
か
わ
る
め
の
御
い
へ
」
と
「
う
ち
あ
か
り
の
御
い
へ
」
で
唱
え
る
オ
タ
カ
ベ
の
記
載
で
も
み
ら
れ
る
。『
女

官
御
双
紙
』
に
記
さ
れ
る
オ
タ
カ
ベ
（「
御
た
か
へ
の
意
趣
」）
は
最
初
に
唱
え
ら
れ
る
「
か
わ
る
め
の
御
い
へ
」
の
も
の
が
記
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さ
れ
て
い
る
（
拙
論
「
祭
場
と
し
て
の
首
里
グ
ス
ク
」『
首
里
城
を
解
く
』
勉
誠
出
版
、
二
○
二
一
年
）。

（
13
） 

神
名
の
意
味
は
不
明
な
部
分
が
あ
る
が
、「
お
と
〔
ち
〕
や
」
は
琉
球
語
の
弟
や
妹
を
い
う
「
う
ト
ゥ
ザ
」、「
こ
ゝ
し
」
は
小

さ
な
炎
（
火
の
元
が
細
い
腰
の
者
）
の
美
称
語
、「
六
と
こ
ろ
」
は
オ
タ
カ
ベ
20
に
は
「
三
と
こ
ろ
」
と
あ
り
、
火
の
神
は
三

個
の
鼎
形
の
石
で
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
ウ
ミ
チ
ム
ン
（
御
三
つ
も
の
）
と
も
い
わ
れ
、「
六
（
ム
）
と
こ
ろ
」
は
「
三

（
ミ
）
と
こ
ろ
」
で
ウ
ミ
チ
ム
ン
の
こ
と
か
。「
お
と
ま
」「
わ
か
ま
」
の
「
ま
」
は
接
尾
辞
の
マ
、「
あ
か
ぐ
ち
や
」
は
線
香
が

燃
え
て
い
る
火
の
状
態
が
赤
口
で
、「
や
」
は
～
の
者
の
意
で
赤
い
口
の
者
、「
せ
ろ
ま
ゝ
か
な
し
」
は
琉
球
語
の
「
ヂ
ー
ル
」

（
囲
炉
裏
）
の
「
ま
ゝ
か
な
し
」（
叔
母
様
か
）
の
意
か
。

（
14
） 「
と
ご
ゑ
／
ゑ
り
ぢ
よ
」
は
オ
モ
ロ
で
も
、
聞
得
大
君
の
オ
モ
ロ
で
は
聞
得
大
君
と
日
神
と
考
え
ら
れ
る
「
照て

る
か
は
／
照て

る

し
の
」
と
の
間
で
遣
り
交
わ
す
言
葉
と
し
て
、
高
級
神
女
、
差
笠
や
首
里
大
君
の
オ
モ
ロ
で
は
聞
得
大
君
と
遣
り
交
わ
す
言
葉

と
し
て
こ
れ
が
あ
る
。
語
義
は
不
詳
だ
が
、
聖
な
る
言
葉
、
聖
な
る
声
と
い
う
意
か
（
拙
論
「『
お
も
ろ
さ
う
し
』
の
神
女
」

『『
お
も
ろ
さ
う
し
』
と
琉
球
文
学
』
笠
間
書
院
、
二
○
一
○
年
）。

（
15
） 

山
下
欣
一
『
南
島
民
間
神
話
の
研
究
』（
第
一
書
房
、
二
○
○
三
年
）
所
収
。
な
お
、
シ
マ
ダ
テ
シ
ン
ゴ
等
の
ユ
タ
の
呪
詞
を
ま
と

め
た
早
い
研
究
は
、
先
田
光
演
『
沖
永
良
部
島
の
ユ
タ
』（
海
風
社
、
一
九
八
九
年
）
が
あ
る
。

（
16
） 

島
袋
源
七
『
山
原
の
土
俗
』（
郷
土
研
究
社
、
一
九
二
九
年
）。

（
17
） 

田
畑
英
勝
・
亀
井
勝
信
・
外
間
守
善
『
南
島
歌
謡
大
成
Ⅰ　

奄
美
篇
』（
角
川
書
店
、
一
九
七
九
年
）。
口
語
訳
は
適
宜
私
に
よ
る
。

（
18
） 

注
2
の
『
全
集
』
第
三
巻
に
所
収
。
た
だ
し
、「
中
頭
・
西
原
地
方
―
島
袋
源
七
・
比
嘉
春
潮
の
両
氏
談
」
と
あ
る
の
は
、「
島
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袋
盛
敏
・
比
嘉
春
潮
」
の
誤
り
か
。
比
嘉
春
潮
「
ホ
ー
ハ
イ
の
こ
と
」（『
南
島
談
話
』
第
三
号
、
一
九
三
二
年
）
に
「
島
袋
盛

敏
君
の
「
首
里
に
行
は
る
ゝ
ま
じ
な
い
」
の
中
に
、
火
事
の
時
に
は
ホ
ー
ハ
イ
、
と
叫
ぶ
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
沖
縄
一
般
に

行
わ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
中
頭
郡
の
西
原
辺
で
は
、
近
所
の
火
事
な
ら
火
事
の
止
む
ま
で
叫
び
続
け
る
が
、
遠
い
所
ま
た
は
他

部
落
の
時
に
は
三
度
だ
け
叫
ぶ
」
と
あ
る
。

（
19
） 

ミ
セ
ゼ
ル
は
『
混
効
験
集
』
に
「
み
す
づ
り　

神
託
之
事
。
碑
文
記
に
は
み
せ
ゞ
る
と
云
」
と
あ
る
。
た
だ
、『
琉
球
国
由
来

記
』
で
も
「
伊
平
屋
島
」
に
入
る
ミ
セ
ゼ
ル
は
、
そ
の
冒
頭
に
割
注
で
「
昔
ノ
神
託
歟
」
と
あ
り
、
最
後
に
割
注
で
「
此
言
葉

ニ
テ
謡
舞
ナ
リ
」
等
と
記
す
も
の
が
多
い
。
そ
し
て
、
そ
の
内
容
は
オ
タ
カ
ベ
と
大
き
く
変
わ
ら
な
い
。「
伊
平
屋
島
」
の
記

事
に
は
「
ノ
ダ
テ
事
」
は
あ
る
が
、
オ
タ
カ
ベ
と
記
さ
れ
る
ウ
タ
は
な
い
。
ま
た
、「
此
言
葉
ニ
テ
謡
舞
ナ
リ
」
等
が
入
ら
な

い
「
ミ
セ
ゞ
ル
」
と
「
神
託
」
と
す
る
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
を
含
め
て
ミ
セ
ゼ
ル
が
「
神
託
」
か
ど
う
か
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

（
20
） 

詞
章
の
上
で
、
7
の
「
た
か
へ
言
」（
オ
タ
カ
ベ
3
）
の
後
半
と
10
の
「
か
う
い
に
や
」（
ク
ェ
ー
ナ
4
）、
8
の
「
お
も
る
」

（
ウ
ム
イ
1
）
と
10
の
「
か
う
い
に
や
」（
ク
ェ
ー
ナ
4
）
が
重
な
る
問
題
、
あ
る
い
は
、
13
・
16
・
21
・
22
・
23
の
「
御
た
か

へ
言
」
が
9
の
「
み
す
づ
ろ
」（
ミ
セ
ゼ
ル
1
）
を
ほ
ぼ
含
む
詞
章
で
あ
る
問
題
は
、
従
来
、
ミ
セ
ゼ
ル
、
オ
タ
カ
ベ
を
呪
祷

文
学
、
ウ
ム
イ
、
ク
ェ
ー
ナ
を
叙
事
文
学
と
し
て
分
類
し
て
き
た
ジ
ャ
ン
ル
分
類
（
外
間
守
善
『
南
島
文
学
論
』
角
川
書
店
、

一
九
九
五
年
）
が
、
実
体
を
み
る
上
で
有
効
な
の
か
を
考
え
さ
せ
る
。
ま
た
、『
南
島
歌
謡
大
成
』
は
『
仲
里
旧
記
』
に
記
さ

れ
る
ウ
タ
を
そ
の
記
載
に
し
た
が
っ
て
、
ミ
セ
ゼ
ル
、
オ
タ
カ
ベ
、
ウ
ム
イ
、
ク
ェ
ー
ナ
、
マ
ジ
ナ
イ
ゴ
ト
に
分
類
し
て
入
れ

て
い
る
が
、
結
果
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
ウ
タ
の
関
係
性
が
分
か
り
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
資
料
集
成
の
問
題
と
し
て
、
こ
れ
も
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ひ
と
つ
の
課
題
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
付
記
】

本
稿
は
山
下
欣
一
先
生
の
追
悼
論
文
と
し
て
書
き
ま
し
た
。
山
下
先
生
の
奄
美
・
沖
縄
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
研
究

は
、
琉
球
文
学
の
分
野
で
も
仲
原
善
忠
・
外
間
守
善
以
降
の
研
究
の
新
た
な
枠
組
み
・
構
想
を
示
し
て
い
ま
す
。
先
生

の
追
悼
文
を
本
研
究
所
の
所
報
（
第
九
○
号
、
二
○
二
二
年
八
月
）
に
書
き
ま
し
た
が
、「
日
本
復
帰
」
の
年
に
設
立

さ
れ
た
本
研
究
所
創
立
五
十
年
の
節
目
と
な
る
本
紀
要
『
沖
縄
文
化
研
究
』
第
五
十
号
に
山
下
先
生
の
研
究
成
果
を
活

用
し
た
拙
論
が
掲
載
で
き
た
こ
と
は
、
感
慨
深
い
も
の
を
感
じ
ま
す
。


